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令和７年度事業計画  

 

第１ 公益目的事業 

 

１ 医学生及び卒業生のへき地医療研修活動の指導（公１－１） 

（１）自治医科大学在学生との連携 

ア 卒後ガイダンスへの参加 

イ 学園祭への協賛 

ウ 学生相談会の開催 

エ 卒業生と学生の交流の推進 

（２）各医科大学との連携事業 

ア 医学生の地域医療実習支援 

イ 医学生等に対する研修会の開催 

ウ 地域医療ネットワークの構築 

（３）自治医科大学卒業生との連携 

ア へき地医療功労者の表彰 

イ 髙久賞の授与 

 

２ へき地診療活動基準の研究及び確立（公１－２） 

（１）地域医療セミナーの開催 

（２）へき地診療所等の調査事業（へき地医療研究センター） 

   ア プライマリケア臨床研究ネットワーク 

   イ 郵便局を活用したオンライン診療ネットワーク 

 

３ 総合医の確立についての研究と研修会の開催及び総合医の養成（公１－３） 

（１）本部事業  

ア へき地・地域医療学会の開催 

  令和７年６月２８日（土）及び２９日（日）開催予定 

イ へき地医療に関する研究への助成 

（ア）研究助成賞及び研究奨励賞の授与 

      （イ）国等の研究助成事業を活用した研究の促進 

ウ 海外とのへき地医療、地域医療に関する研究と交流 

（ア）教員・指導医の国際交流 
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（イ）海外講師招聘・講演会の開催 

（ウ）米国医科大学等への研修支援 

（エ）医学生海外研修の支援 

オレゴン健康科学大学 

エ 関係団体との交流 

  日本地域医療学会等との交流 

オ 医学生に対する奨学金貸与事業 

 （２）JADECOMアカデミーセンター 

    ア 臨床研修センター 

① 研修医及び指導医の確保・教育 

② 研修計画の立案、研修カリキュラム作成、教材開発 

③ 医学教育にかかわる研究 

④ 再研修希望医師へのプログラム提供 

⑤ 地域医療研修センターの運営 

⑥ JADECOM専攻医確保育成 

     イ ＮＰ・ＮＤＣ研修センター 

① NDC研修事業 

（a）特定行為に係る看護師を育成する事業 

          (b)  医師が作成する一定の手順書を元に診療の補助行為、２１区分３８行為の研修を履修 

する 

(c)  定員数 １５名 

            (d) 研修修了者に対する活動支援  

       ② ＮＰ研修事業 

    (a) 総合内科・総合診療科（General Internal Medicine）に特化した診療看護師（ＮＰ） 

を育成する事業 

                 (b) 各診療科を3か月ごとにローテーションして実習（2年目は地域研修を実施） 

    (C) 研修者数（２年制） １年目５名、２年目２名 

(d)研修修了者に対する活動支援 

(e)NP養成課程（大学院）就学者に対する奨学金貸与事業 

ウ 薬剤師レジデントプログラム 

  ①継続的な薬剤師確保と病院薬剤師の質の向上を図るための卒後１～３年の薬剤師を対象と

する２年間の臨床研修  

  ②定員数 ８名（東京ベイプログラム5名、奈良プログラム3名） 
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エ シミュレーションセンター 

① 教育研修事業の実施 

（a）ＰＴＬＳ講習会 

（b）ＩＣＬＳ/ＢＬＳ/ＩＣＬＳ指導者養成ＷＳ/ＪＭＥＣＣ講習会 

（c）ＡＴＯＭ講習会 

（d）ＡＬＳＯ/ＢＬＳＯ講習会 

（e）ＰＡＬＳ/ＰＥＡＲＳ講習会 

（f）セデーションコース 

（g）その他講習会 

       ② 地域の医療従事者や住民への医療教育提供 

       ③ 指導者の育成 

       ④ 地域の医療安全推進のための研修や原因分析 

       ⑤ 医療職の入職時研修、復職時研修、ステップアップ研修 

       ⑥ 新たな医療技術やシステムの導入時検証 

⑦ 教材の作成及び発信 

    オ 総合診療産婦人科養成センター 

カ 地域医療支援センター 

①  へき地への医師等派遣事業 

へき地・離島等への代診・診療支援 

② 離島支援事業 

神津島等の島嶼支援 専門医の巡回診療、コメディカルの派遣等 

③ 医師確保・支援事業 

医師確保困難施設への医師派遣の促進・調整 

（３）ヘルスプロモーション研究センター 

医療施設や自治体等と協働したヘルスプロモーション活動（令和７年度まで） 

 

４ 医療情報の提供（公１－４） 

（１）自治医科大学卒業生に対する図書館文献複写サービスの実施 

（２）地域医療振興協会ホームページの管理運営 

（３）医療情報文献サービスの提供 

（４）生涯教育センター 

     ア 医師等の生涯教育に資する情報提供の実施 

   イ 診療、進路、研究等に関する医師等からの各種相談窓口の開設 

 

５ 地域保健医療に関する研究会及び講習会の開催（公１－５） 

（１）教育研修事業の実施 
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（２）沖縄心肺蘇生講習会 

 

６ へき地に勤務する医師等の職業紹介及び派遣（公１－６） 

（１）無料職業紹介所の運営 

（２）へき地医療研究センター 

ア へき地医療情報ネットワークの運営 

     イ へき地診療所総覧の発行 

（３）北海道へき地医療支援センター 

     北海道地域における医師確保の支援等 

  （４）奈良へき地医療支援センター 

     総合医を目指す若手医師の実地研修、奈良地域における医師確保支援等 

（５）岐阜へき地医療支援センター 

岐阜県等のへき地等への診療支援及び医学生等の研修事業の実施 

（６）沖縄地域医療支援センター（ゆいまーるプロジェクト） 

     ア 沖縄県へき地医療支援機構運営事業受託 

医師確保支援、ドクターバンク、代診支援、離島・へき地医療情報提供等 

イ 沖縄県専門医巡回診療支援事業受託、離島巡回診療ヘリ等運営事業受託 

ウ  与那国町診療所、竹富町立黒島診療所及び竹富町立竹富診療所の事務支援、並びに公立久米島

病院との連携 

（７）へき地への医師等派遣事業（再掲） 

へき地・離島等への代診・診療支援（再掲） 

（８）離島支援事業（再掲） 

神津島等の島嶼支援 専門医の巡回診療、コメディカルの派遣等（再掲） 

（９）医師確保・支援事業（再掲） 

医師確保困難施設への医師派遣の促進・調整（再掲） 

 

７ 会報・会誌の発行（公１－７） 

（１）月刊地域医学の編集・発行 

（２）地域医療関連書籍の出版 

 

８ へき地等に勤務する医師の確保等へき地等の医療を支援する病院等の開設及び運営管理の受託（公１－８） 

（１）JADECOM学術大会の開催 
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（２）地域看護研究センター 

ア 地域看護に関する研究 

（ア）研修会の開催 

（イ）看護介護研究の推進 

（ウ）看護・介護職員の他施設との交流体験学習 

イ 専門・認定看護師等育成の支援 

ウ 看護師等の確保と派遣 

（３）地域医療調査研究事業 

地方自治体の地域医療政策立案に関する調査研究 

（４）地域医療安全推進センター 

ア 医療安全管理体制構築・組織づくりに対する支援、及び情報収集・提供事業 

イ 医療安全教育・人材育成事業 

研修・講演事業 

ウ 研究開発事業 

医療安全管理・医療安全教育に関する調査・研究事業、医療安全教育方法等の開発事業 

エ 地域連携による医療安全ネットワークシステム構築事業 

医療安全管理者パートナーシップ支援事業、連携施設間の相互評価支援事業 

（５）施設の運営の質の確保及び運営の効率を図る事業 

ア 拠点病院等の開設準備及び調整 

イ 経営改善の実施 

     ウ 職員研修の実施 

     エ 広報活動の実施 

     オ 人事システムの運用 

     カ 給与システムの運用 

     キ 会計システムの運用 

     ク 情報システムの運用 

（ア）協会全体の情報システムの基盤強化と利用促進 

（イ）各種業務システムの構築と支援 

（ウ）電子カルテシステムの標準化 

（エ）情報共有基盤（ＭＳ３６５・ＭＯＳＳ等）の構築 

（オ）情報のセキュリティ対策 

（カ）ホームぺージ構築の技術支援 

（キ）情報システム研修会の実施 

（６）西日本事務局 

   施設の経営改善、職員研修、人材確保等について分担する。 
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９ 病院等運営事業（公１－８） 

１ 石岡第一病院（平成４年７月1日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数  １２６床 

            医科 年間患者数 ３１，７００人（一日平均 ８７人） 

            病床稼働率 ６８．２％ 

      イ 外 来  年間患者数 １１７，２００人（一日平均 ４００人） 

     ウ  介護保険 

         （ア）訪問看護     年間利用者数  ２，２００人（一日平均 ７．５人） 

（イ）居宅療養管理指導   年間利用者数  ６０人（月平均 ５．０人） 

（２）口腔外科業務 

     ア 入 院  年間患者数    ７３０人（一日平均 ２．０人） 

   イ 外 来  年間患者数 ８，７００人（一日平均  ２８人） 

（３）保険予防業務 

     ア 健診（一般、企業検診）   年間利用者数      ７８０人   

     イ 人間ドック         年間利用者数      ３３０人   

     ウ 予防接種          年間利用者数   ６，６５０人 

     エ 乳児検診          年間利用者数     ２４６人 

（４）在宅介護支援センター 

   ア 訪問看護    年間訪問件数 ２，２００件（月平均 １８３件） 

     イ ケアプラン  年間作成件数 １，７９０件（月平均 １４９件） 

ウ  訪問リハビリ  年間訪問件数  １，９３０件（月平均 １６０件） 

（５）施設機器設備整備 

     ア 医療機器  X線骨密度測定装置 （リース） 

温冷配膳車     （リース） 

血圧脈波装置    （購 入） 

イ 事務機器  印刷機       （購 入） 

     ウ 施設設備  院内ネットワーク  （リース） 

（６）へき地医療の支援に関すること 

へき地拠点病院運営等  

ア  へき地診療所等との連携・支援 

イ  医師の派遣及び医療技術員の支援 
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（７）研修に関すること 

     ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受入。 

     イ 新専門医制度における連携施設、内科・総合診療の受入。 

     ウ 医師・医学生等に地域における研修の場を提供する。 

     エ 看護学生の実習受入。 

     オ 医療職（リハビリ、栄養士、検査技師、歯科衛生士等）及び医療事務の実習受入。 

（８）奨学金の貸与 

     看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（９）その他特記事項 

ア 栄養指導・服薬指導の充実を図る。 

イ 在宅医療の充実を図る。 

ウ 外国人介護士の受入。 

エ 経費削減に努める。 

 

２ 六合医療センター（六合診療所）（平成５年９月１日開設、中之条町から指定管理、令和５年９月１日

移転開院） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数  年間患者数  ２，０４２人（一日平均 １１．１人） 

       イ  介護保険 

         （ア）訪問看護       年間利用者数   １２２人 

（イ）居宅療養管理指導    年間利用者数   １４９人 

（２）歯科診療業務 

     外 来  年間患者数  ４，７７０人（一日平均 ２１.２人） 

  （３）施設機器設備整備 

     ア 画像現像システム更新（行政対応） 

     イ 電解質測定器更新（行政対応） 

     ウ 車両1台更新（リース） 

（４）研修に係ること 

     医学生等に、へき地における医療研修の場の提供に努める。 

（５）その他特記事項 

  ア 訪問看護等への取組みに努める。 

     イ 町と、診療所の運営について連携を図る。 

ウ 町保健事業（予防接種等）・学校医等への協力を図る。 

   エ 令和６年度に指定管理更新（５か年） 
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３ 西伊豆町安良里診療所（平成６年１月５日直営で開設、平成２７年３月１日西伊豆町から指定管理） 

（１）診療業務 

   ア 外 来  年間患者数 ２２，１４３人（一日平均 ９１．５人） 

     イ  介護保険  

       （ア）居宅療養管理指導   年間利用者数  ６５２人（一日平均 ２．６人） 

（２）へき地医療の支援に関する事 

   神津島への耳鼻咽喉科外来の診療応援（年１回） 

（３）奨学金の貸与 

   看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（４）その他特記事項 

   ア 在宅医療の充実 

   イ 安良里在住の方に診療所への送迎バスを用意。 

     他地域の歩行困難の方、独居老人の方の送迎。 

 

４ 揖斐郡北西部地域医療センター（平成１０年４月１日開設、揖斐川町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間外来患者数 ５，７８３人（一日平均 ２３．９人） 

       イ  介護保険 

（ア）訪問看護           年間利用者数  ２６６人 （一日平均 １．１人） 

（イ）訪問リハビリ    年間利用者数  ７２６人 （一日平均 ３．０人）  

（ウ）居宅療養管理指導   年間利用者数  １９３人  （一日平均 ０．８人） 

（２）介護老人保健施設業務（短期入所含む） 

     ア 入所   定員 ５９人   

年間入所者数 ２０，４４０人（一日平均 ５６人）  

ベッド利用率 ９４％ 

     イ 通所リハビリ 定員３０人   

年間入所者数 ４，８４０人（一日平均 ２０．０人）  

稼動率 ６６％ 

（３）居宅介護支援業務 

     ケアプラン年間作成件数 ８７０件（月平均７２．５件）予防含む 

（４）訪問介護業務 

     年間利用者数 １，６２１件（一日平均 ６．７人） 
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（５）へき地医療の支援に関すること 

     ア 揖斐郡の北西部４地域における保健・福祉・医療施設との連携・支援及び周辺地域の代診の要 

望に対応する。 

     イ 町と連携し、揖斐川町における保健・福祉・医療施策等の支援・調整を行う。 

     ウ 町と山間部診療所のオンライン診療、移動診療車の導入を推進している。 

（６）研修に関すること 

    ア 臨床研修協力施設 

臨床研修協力施設として研修医を受け入れる。 

     イ 研修生受け入れ 

医師、医学生、理学療法士（学生）、看護師、介護士等に、地域における研修の場を提供。 

（７）奨学金の貸与 

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対する入学後奨学金貸与。 

（８）その他特記事項等 

     ア 機能強化在宅支援診療所として、２４時間体制にて診療を行う。 

     イ 訪問診療・在宅医療・ターミナルケア等の充実を図る。 

     ウ 在宅支援をより一層強化し、多職種連携を図り、在宅復帰に向けて取り組む。 

     エ 引き続き近隣協会施設であるいびがわ診療所、春日診療所、谷汲中央診療所と連携を図り効率 

的な地域医療に邁進するため、更なる訪問診療拡大に向けて対応中、また令和９年度に移転予 

定の老健山びこの郷について揖斐川町と協議中である。 

オ 多職種学生及び現職者対象に、多職種連携研修会（ＩＰＥ研修会）を定期的に実施し、町内公 

民館で住民との交流会を行う。 

カ 地元学生に対しての職場体験、久瀬地区の祭りへの共同参加、町内各地区集会での講話等地域 

  貢献に寄与している。 

 

５ 東通村保健福祉センター（平成１１年２月１日開設、東通村から指定管理） 

（１）地域包括支援センター 

     ケアプラン    年間作成件数     ７８０件 （一月平均 ６５件） 

（内、総合事業プラン３０件） 

（２）居宅介護支援業務 

     ケアプラン    年間作成件数   １，９５６件 （一月平均 １６３件） 

                           （内、予防プラン５件、総合事業プラン３件） 

（３）通所介護業務        

     通所介護     年間利用者数   ７，４４０人（一日平均 ２４．０人） 

     予防・総合事業  年間利用者数   １，０８５人（一日平均  ３．５人） 

              営業日数 ３１０日 
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（４）健康増進施設（温泉）年間利用者数 ３７，８００人（一日平均 １２６人） 

                          （うち有料入浴者４２人） 

             営業日数 ３００日  

（５）研修に関すること 

ア 研修医・研修生受け入れ 

イ 医師・学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（６）その他特記事項 

     ヘルスプロモーションカーを活用した包括ケアの実践 

  （７）健康増進事業 

     ピラティス・百歳体操を村民向けに地域集会所等にて行っている。 

  （８）地域交流 

     ひとみの里リレーマラソンを開催し、職員と地域住民の健康増進と交流を図っている。 

 

６ 白糠診療所（平成１１年２月１日開設、一部事務組合下北医療センターから指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来  年間患者数 ３６８人（一日平均 ７．５人） 

（２）東通村保健福祉センター、老健のはなしょうぶ及び東通村診療所との連携 

     ア 職員（看護師等）相互派遣 

     イ 保健・医療・福祉施策の連携 

（３）研修医・研修生受け入れ 

     医師、医学生等に、地域における研修の場を提供する 

 

７ 西伊豆町田子診療所（平成１１年５月１７日直営で開設、平成２７年３月１日西伊豆町から指定管理） 

  （１）診療業務 

  ア 外 来  年間患者数 １１，８５３人（一日平均 ４４．６人） 

     訪問診療 年間患者数    ５５０人（一日平均  ２．０人） 

イ 介護保険 

居宅療養管理指導 年間利用者数  ２１０人（一日平均 1．０人） 

訪問リハビリ   年間利用件数 ７２人 

  （２）その他特記事項等 

ア 在宅医療・ターミナルケアの充実を図る。 

イ 健康・体操教室の充実を図る。 

ウ 地域ケアマネージャー等との連携を図る。 

エ 患者送迎サービスの充実を図る。 

オ 西伊豆町との指定管理期間の更新を予定している。（令和７年４月～） 
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８ 公立丹南病院（平成１２年２月１日開設、公立丹南病院組合から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院   病床数       １７９床 

             年間患者数  ４１，９７５人（一日平均 １１５．０人） 

             病床利用率    ６４．２％ 

     イ 外 来   １３８，９４８人（一日平均 ５２２．４人） 

             （人工透析、健康診断、予防接種、検診等を含む。） 

     ウ 人間ドック 年間利用者数  ４，９３０人（一日平均 １９．７人） 

     エ 特定健診  特定健診      ６１５人（一日平均  ２．５人） 

             動機付指導      ３５件 

             積極的指導      １０ 

  （２）通所リハビリテーションセンター 

             定員４５人 

             年間利用者数  ９，７０２人（一日平均 ３３．０人） 

             稼働率      ７３．３％ 

  （３）訪問リハビリテーションセンター（令和６年度事業開始） 

     年間利用者数    １９２人（一日平均  ０．７人） 

  （４）訪問看護ステーション 

             年間利用者数  ５，３６６人（一日平均 １８．４人） 

  （５）居宅介護支援事業所 

     ア ケアプラン 年間作成件数  １，３９２件（一月平均 １１６．０件） 

     イ 認定調査  年間作成件数     ７８件（一月平均 ６．５件） 

  （６）へき地医療拠点病院 

     福井県内のへき地診療所等への診療支援業務 

  （７）臨床研修指定病院等研修関係 

     ア 協会施設における協力型臨床研修病院 

       （うわまち、伊東、東京北、奈良、県立志摩、東京ベイ） 

     イ 福井大学医学部附属病院、京都府立医科大学附属病院(消化器内科)、福井赤十字病院(内科) 

       における協力型臨床研修病院 

     ウ 医学生、各医療系学生に地域における研修の場を提供 

  （８）奨学金の貸与 

     看護師、助産師並びに薬剤師確保のために奨学金の貸与を行う。 

  （９）施設等整備 

     医療機器等 ＣＴ更新、採血管準備システム更新（病院組合取得予定分） 

           シリンジポンプ、輸液ポンプ ほか（当院取得予定分） 
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９ 日光市民病院（平成１２年４月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

  ア 入 院  一般病床  

病床数   ５３床 

             年間患者数 １５，６９５人（一日平均 ４３．０人） 

             病床利用率 ８１．１％ 

療養病床 

病床数   ４３床 

             年間患者数 １２，７７５人（一日平均 ３５．０人） 

             病床利用率 ８１．４％ 

            感染症病床   

病床数   ４床 

            合計    １００床 

            年間患者数 ２８，４７０人（一日平均 ７８．０人） 

            病床利用率 ７８．０％ 

     イ 外 来  年間患者数 ３０，６６０人（一日平均 １０５．０人） 

     ウ 介護保険 訪問看護 

（２）へき地医療の支援に関すること 

へき地拠点病院運営等 

ア 巡回診療の実施（奥日光湯元地区及び滝が原地区） 

イ 奥日光診療所、小来川診療所との連携・支援 

ウ 奥日光診療所、小来川診療所への医師の派遣及び看護師、事務員の支援 

エ 栗山村診療所、湯西川診療所への医師派遣 

（３）施設機器設備整備  

     ボイラー、空調機、透析システム更新 

（４）研修に関すること 

ア 研修医・研修生受け入れ 

イ 医師・医学生、看護学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（５）奨学金の貸与 

看護師、薬剤師、介護福祉士確保のため、看護学校等入学希望者に対し入学後の奨学金の貸与を行

う。 

（６）協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

   協会施設（東京北、東京ベイ、伊東、うわまち、奈良、大村、練馬光が丘）、及び自治医科大学附属

病院における協力型臨床研修病院 

（７）強化項目 

     医師確保対策（内科）、看護師・介護福祉士確保 
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（８）その他特記事項 

 人間ドック（国保人間ドック・脳ドック）の患者増を図る。 

 

１０ 磐梯町保健医療福祉センター（平成１２年４月１日開設、磐梯町から指定管理） 

（１）診療所業務（外来稼働日数２６６日） 

ア 入 院    病床数  １９床 

年間患者数   ５，６５８人（一日平均 １５．５人） 

病床稼働率    ８１．５％ 

イ 外 来    年間患者数  １４，８９６人（一日平均 ５６．０人） 

ウ 往 診    年間件数       ３６件（月平均   ３.０件） 

エ 訪問診療   年間件数      １８０件（月平均 １５．０件） 

オ  人間ドック  年間利用者数（一泊）  ３人 

（日帰り） １５人 

カ 施設検診   年間利用者数     ４００人 

キ 意見書作成  年間作成件数    １４４件（月平均 １２．０件） 

ク 介護保険 

（ア）訪問看護      年間件数  １４４件（月平均 １２．０件） 

（イ）訪問リハビリ    年間件数  ２１３件（月平均 １７．８件） 

（２）歯科業務（稼働日数２６６日） 

外 来    年間患者数  ３，９９０人（一日平均  １５．０人） 

（３）地域包括支援センター・介護予防支援業務 

（稼働日数２９２日） 

ア 各種相談   年間相談件数       ７２０件（月平均 ６０．０件） 

イ 介護予防ケアプラン 年間作成件数    ６００件（月平均 ５０．０件） 

ウ 二次予防者アセスメント・評価年間件数   ３０件 

（４）居宅介護支援業務（介護予防を含む）（稼働日数２９２日） 

ア ケアプラン     年間作成件数    ７８０件（月平均  ６５．０件） 

（うち介護予防分 ６０件） 

イ 認定調査      年間調査件数     ２４件（月平均 ２．０件） 

（５）各種介護業務 

通所介護     （定 員３０人※令和７年４月定員削減）（稼働日数 ３０７日） 

年間利用者数  ６，７５４人（一日平均２２．０人） 

（うち介護予防分 １，０００人） 

稼動率  ７３．３％ 
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（６）老人保健施設業務 

定 員  １００人（短期入所を含む）（稼働日数 ３６５日） 

ア 入 所    年間入所者数  ３２，１２０人（一日平均 ８８．０人） 

イ 短 期    年間入所者数   ２，５５０人（一日平均  ７．０人） 

ベッド利用率  ９５．０％（一般入所・短期入所合算） 

ウ 通所リハビリテーション（定 員２０人・介護予防を含む） 

（稼働日数２５５日） 

年間利用者数   ４，０８０人（一日平均 １６．０人） 

（うち介護予防分 １，２００人） 

稼動率  ８０．０％ 

エ 認定調査   年間調査件数   -件 

オ 意見書作成  年間作成件数  ５０件 

（７）施設機器設備整備 

ア  医療機器整備・更新事業（行政対応） 

  歯科診療用チェア ２台 

イ 全館空調機入替 

ウ 非常用消防放送装置入替 

（８）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設として研修医の受け入れ（ジュニア及びシニアレジデントの育成） 

イ 医学生、看護学生、医療技術職学生等の研修及び実習の受け入れ 

ウ Web研修をメインに据えた、研修体制へのシフトチェンジ（研修費の抑制） 

（９）診療支援に関すること 

ア 県立知的障害者（児）更生施設の内科診療に係る医師の定期派遣 

イ 特別養護老人ホームの嘱託医受託による医師の定期派遣 

ウ 近隣企業の産業医及び従業員の健康診断受入 

（１０）その他特記事項等 

ア 在宅医療に関する地域住民への啓蒙と体制の充実化を図る 

イ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る  

ウ 各種サービス（医療・介護）の現状や住民のニーズを常に把握し、それに伴った規模 

の再考、人員配置の適正化と効率的な配置を常時検討し、状況に応じて事業転換や統 

廃合も検討・実施する 

     エ 組織体制の強化、それに見合った役職者の獲得及び育成を推進する 

     オ 計画的な人材確保（現職者の年齢等考慮し、後進へのスムーズな移行） 

カ 定年制度の延長に伴う準備作業（センター内ルール構築等） 
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１１ 東通村診療所（平成１２年４月１日開設、一部事務組合下北医療センターから指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数 １９床（一般） 

            年間患者数   ４，０１５人（一日平均１１人） 

                    病床利用率    ５７．８％ 

     イ 外 来  年間患者数   １９，００８人（一日平均６４人） 

     ウ 健康診断 年間利用者数    １，７００人 

     エ 介護保険 居宅療養管理指導 年間件数 ６５０件 （一月平均５４．１件） 

                訪問看護 年間件数 ４１０件 （一月平均２４．１件） 

  （２）東通村保健福祉センター、老健のはなしょうぶ及び白糠診療所及び六ヶ所村医療センターとの連携

及び支援 

     ア 看護師等相互派遣 

     イ 保健・医療・福祉施策の連携 

（３）在宅医療の充実 

（４）産業保健、被曝医療への取り組み 

（５）協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医の受け入れ  

（６）外部研修医・研修生受け入れ 

外部医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する 

（７）その他特記事項等 

ヘルスプロモーションカーを活用した包括ケアの実践 

 

１２ 奥日光診療所（平成１２年５月１日開設、日光市から指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来  年間患者数 ２，４００人（一日平均８．２人） 

（２）施設機器設備整備  

     医療機器  レントゲン、心電図、超音波診断装置、内視鏡 （行政対応） 

（３）日光市民病院との連携 

     ア 職員（看護師等）相互派遣 

     イ 医療の連携 

（４）その他特記事項 

     令和７年４月より指定管理更新予定（３年間） 
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１３ 伊東市民病院（平成１３年３月１日開設、伊東市から指定管理） 

（１）診療業務     

     ア 入 院  稼働病床数１８６床 （承認病床数２５０床） 

            年間患者数 ６２，７８０人（一日平均 １７２．０人） 

            病床利用率 ８８．０％ 

      （一般）     病床数 １３６床 年間患者数 ４６，３５５人（一日平均 １２７．０人） 

                        病床利用率   ９１．８％ 

      （ＨＣＵ）    病床数  ８床 年間患者数  ２，５５５人（一日平均 ７．０人） 

                       病床利用率   ６３．８％ 

      （回復期リハ病棟）病床数 ４２床 年間患者数 １３，８７０人（一日平均 ３８．０人） 

病床利用率   ８１．２％ 

イ 外 来  年間患者数 ９８，０１０人（一日平均 ４０５．０人） 

                      （診療実日数 ２４２日） 

（２）保健予防活動 

ア 健康診断      年間利用者数 ５，５００件  

イ 予防接種      年間利用者数 １，２００件 

ウ 人間ドック     年間利用者数     ８００件 

エ 新生児健康診断   年間算定件数    ７０件 

オ 特定健康診断    年間利用者数   １００件 

カ 特定保健指導    年間利用者数   ３００件 

キ 妊婦保健指導    年間算定件数   ９００件 

ク その他       年間算定件数 １，１００件 

（３）へき地医療に関すること 

     ア へき地診療所等との連携・支援 

イ  医師の派遣及び医療技術員の支援 

（４）研修に関すること 

ア 基幹型臨床研修病院として初期研修医を受け入れる 

ジュニアレジデント１５名（１年目７名、２年目８名） 

     イ 専攻医の積極的な受け入れ 

     シニアレジデント ７名  

ウ 特定ケア看護師（ＮＤＣ）の育成 

エ 薬剤師レジデント制度の円滑な運用 

（５）奨学金等の貸与 

     看護師、助産師、薬剤師確保のため、希望する者に対し入学後の奨学金を貸与する。 
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（６）強化項目 

     ア 中核病院としての機能の維持・強化（救急、循環器疾患、脳梗塞等） 

     イ HCU病棟、回復期リハ病棟の効率的運用 

ウ 周産期医療の継続 

     エ 人材確保対策（医師、薬剤師、看護師、助産師、看護助手） 

     オ 認知症疾患医療センターの継続 

カ 健診センター業務（人間ドック、企業健診）の拡充 

     キ 栄養指導・服薬指導等の拡大 

（７）支出削減に向けた取り組み 

     ア 業務の効率化、IT化の推進による適正な人員配置、時間外勤務の削減 

イ 保守料、業務委託契約の見直し  

ウ 在庫管理の強化（適正配置、期限切れの削減） 

     エ 節電対策の強化 

（８）その他の特記事項 

ア 医師の働き方改革への対応の継続 

イ 医療安全管理体制の強化 

ウ 教育・研修の充実 

エ チーム医療の推進 

オ 医療DXへの対応 

カ 地域交流の推進（情報発信、公開講座、出前講座） 

キ ７疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、喘息、肝炎、精神疾患）５事業（救急医療、 

災害医療、へき地医療、周産期医療、小児医療）への取り組み 

ク 伊豆ジャデコム会議の継続・活用 

ケ 無料低額制度の継続 

コ 病院のイメージアップ作戦の展開 

（９）施設機器設備整備  

     ア 医療機器  ・Ｘ線一般撮影装置   

             ・画像読取装置（RIS） 

             ・輸液ポンプ５０台 

             ・シリンジポンプ３５台 

             ・超音波診断装置 
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１４ 揖斐川町春日診療所（平成１３年７月１日開設、揖斐川町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 年間患者数 ４，７１９人（一日平均 １９．５人） 

イ 介護保険  

（ア）訪問看護     年間利用者数 ２６６．２人（一日平均 １．１人） 

（イ）居宅療養管理指導 年間利用者数 ５０８．２人（一日平均 ２．１人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数 １７７件  

     イ 予防接種 年間接種者数 ３２３件  

     ウ その他  近隣中学校、事業所の健康管理等の委託 

（３）へき地医療の支援に関すること 

ア いびがわ診療所、揖斐郡北西部地域医療センター、谷汲中央診療所と連携し、地域の診療所の

支援及び周辺地域の代診の要望に対応する。 

イ 町と連携し、春日地区における医療、保健、福祉施策等との連携と支援を行う。 

（４）研修生受け入れ 

医学生等に地域における研修の場を提供する。 

（５）保健指導 

     町と連携し住民の保健指導を行う。 

（６）その他特記事項等 

     機能強化在宅支援診療所として、２４時間体制にて診療を行う。 

 

１５ 西吾妻福祉病院（平成１４年２月１日開設、西吾妻福祉病院組合から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院   病床数 ７４床（うち一般病棟３７床、地域包括ケア病棟３７床） 

             年間患者数   ２１，２４３人（一日平均 ５８．２人） 

             病床稼働率     ７８．７％ 

     イ 外 来   年間患者数   ２９，２００人（一日平均 １００．０人） 

     ウ 健康診断  年間利用者数     １９２人 

     エ 予防接種  年間利用者数   ３，２４０人 

     オ 人間ドック 年間利用者数     １２０人 
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     カ 介護保険 

      （ア）通所リハビリ（定員３５名） 年間利用者数７，８１７人（一日平均 ２６．０人） 

      （イ）訪問リハビリ        年間利用者数５，１８０人（一日平均 ２０．０人） 

      （ウ）訪問看護ステーション 

看護   年間利用者数３，８８５人（一日平均 １５．０人） 

リハ   年間利用者数１，５５４人（一日平均  ６．０人） 

      （エ）居宅介護支援   ケアプラン   年間作成件数３２４件（月平均 ２７．０件） 

（２）へき地拠点病院運営等  

ア へき地診療所等との連携・支援 

（３）研修医・研修生受け入れ 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 医師、医学生、看護学生、コメディカル等に地域における研修の場を提供する。 

（４）奨学金の貸与及び早期返済支援 

     薬剤師・看護師確保のため、資格を得ようとする者に対し、奨学金の貸与を行う。 

     また、薬剤師の資格を得た者に対し、奨学金の早期返済支援を行う。 

（５）施設機器設備整備  

     ア 医療機器   

（ア）情報系業務用ＰＣほか情報通信機器類    （行政対応） 

（イ）温冷配膳車          （行政対応） 

（ウ）リハビリ用超音波・低周波治療装置        （行政対応） 

イ 施設設備等 

（ア）屋根及び外壁改修工事              （行政対応） 

（イ）宿舎吸気口修繕及び廊下網戸取付工事       （行政対応） 

（ウ）非常食整備                   （行政対応） 

（６）その他特記事項  

ア 医師、薬剤師の確保を図る 

イ 服薬指導、栄養指導の充実を図る 

ウ 在宅医療の充実を図る 
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１６ 介護老人保健施設にっこう（平成１４年４月１日開設、直営） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所   定員 ４５人 

年間入所者数 １６，２４３人（一日平均 ４４．５人）  

ベッド利用率 １００．０％ 

     イ 短期入所 定員 ５人 

            年間入所者数  １，２７８人（一日平均 ３．５人） 

            ベッド利用率 ７０．０％ 

     ウ 通所リハビリ 定員 ２０人 

年間利用者数  ４，１３１人（一日平均 １７．０人）  

利用率 ８５．０％ 

（２）その他特記事項 

ア 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る。 

イ 在宅復帰率を高める。 

 

１７ 横須賀市立総合医療センター（令和 7年2月28日まで横須賀市立うわまち病院） 

（平成14年7月1日開設、横須賀市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数    許可病床数 ４５０床（一般４０３、回リハ４１、感染６） 

年間患者数  １１６，５００人（一日平均 ３１９．２人） 

            病床利用率  ７０．９％  

イ 外 来  年間患者数  １５０，４４０人（一日平均 ５１５．２人） 

 

（２）施設機器設備整備 

【医療機器】 

１ リニアック装置 ７ MRIガイド下集束超音波治療器 

2 ニュークックチル方式機器一式 ８ PET-CT 

3 血管造影装置（IVR-CT) ９ MRI3.0T 

４ 血管造影装置（ハイブリッド） 10 CT（ハイエンド機器） 

５ 内視鏡手術支援ロボット 11 血管造影装置（バイ） 

６ 血管造影装置（シングル） 12 ME更新機器一式 等 

 

（３）へき地医療の支援に関すること 

     へき地の医療機関を支援する。 
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（４）研修に関すること 

ア 臨床研修センターの運営 

初期臨床研修医   １６名 

専攻医        ８名 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師、医学生、看護師、看護学生等に地域における研修の場を提供する。 

（５）奨学金の貸与 

     看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

医師確保のために奨学金貸与を行う。 

（６）その他特記事項 

     令和7年3月1日、横須賀市立うわまち病院は現在地から南へ約8ｋｍ離れた久里浜地区に建替え、 

移転したことに伴い、「横須賀市立総合医療センター」と改称した。診療科は6診療科追加し34診 

療科、稼働病床数は63床増床し450床となった。また、横須賀市立市民病院にあった第二種感染症 

指定医療機関の機能を移転に合わせて移行し、神奈川県より新たに指定された（感染症病床6床）。 

横須賀市立うわまち病院は平成14年度の開院以来、効率的な運営を行い経常黒字を堅持してきた 

が、横須賀市立総合医療センターへの移転に伴い、収益面では移転時における安全面の配慮から入 

院患者数の減少、移転前地域からの患者紹介や受診者数の減少、久里浜地区での患者増加には時間 

を要すること等の理由から大幅な減少が見込まれる。費用面では、電子カルテや高額医療機器等の 

更新等による減価償却費の増加等の理由から大幅な増加見込まれ、経常収支は大幅な赤字を見込ん 

でいる。 

 

１８ 湯沢町保健医療センター（平成１４年８月２１日開設、湯沢町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院   病床数 ４０床 ９，３１０人 （一日平均 ２５．５人） 

             病床利用率   ６３．８％ 

イ 外 来   医科年間延患者数 ３９，７４０人 （一日平均 １３６．１人）２９２日 

             歯科年間延患者数  ９，９６０人 （一日平均  ３９．４人）２５３日 

        一日外来平均延患者数         １７０人 

     ウ 医療保険  訪問看護  年間利用者延数       ２０件 

             訪問診療  年間利用者延数      ２３０件 

エ 介護保険  介護医療院 入所患者延数（定員４０人） 

１３，１４０人 （一日平均 ３６．０人） 

        利用率   ９０．０％ 

訪問リハビリテーション  年間利用者延数   ５７０件 
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     オ 保健予防活動 健康診断     年間利用者数  １，７９０人 

予防接種     年間利用者数  ６，１４０人 

人間ドック    年間利用者数    ９４０人 

              特定健診     年間利用者数    ４９０人 

              特定保健指導   年間利用者数    ２６０人 

（２）施設機器設備整備 （全て行政対応） 

     ア 医療画像管理・観察システム、視野検査装置、心電図計、干渉電流型低周波治療器 他 

イ 事務機器 電子カルテサーバーUPSバッテリ 

     ウ 施設設備 医療ガス供給設備・監視装置・警報基盤、コンベクションオーブン、独立エアコン、 

誘導灯器具、便座ウオシュレット、館内LED整備 他 

（３）へき地医療の支援に関すること 

     今泉記念館ゆきあかり診療所をはじめ、へき地・離島等への医師派遣、代診支援を行う。 

（４）研修に関すること 

     ア 協力型臨床研修病院として、初期研修医の受入れ。 

     イ 地域医療型後期研修プログラム病院として、専攻医の受入れ。 

ウ 医学生、看護学生、救急救命士、医療技術職等及び近隣中高校生等の見学、実習受入れ。 

（５）奨学金の貸与 

     看護師確保の為、看護学生に看護奨学金の貸与。 

  （６）児童のための社会福祉事業 

     指定管理事業として、病児・病後児保育事業運営の継続。 

（７）その他特記事項 

     ア 近隣医療機関、介護福祉施設等との連携強化 

     イ 在宅支援病院として在宅医療の充実 

     ウ 今泉記念館ゆきあかり診療所との連携強化 

     エ 院内託児室、運営の継続 

     オ 施設設備の老朽化に対応するため町と協力し、施設設備の長寿命化計画を策定する 

 

１９ 加賀地域医療支援センター（山中温泉医療センター跡地に平成２８年４月１日診療所開設、開設者加

賀市と指定管理の契約、令和３年４月１日新たに５年間の指定管理契約締結） 

（１）診療業務 

     標榜診療科：内科、小児科、整形外科、標榜外：リハビリテーション科  

     外 来  年間患者数 １５，０００人（一日平均 ６０．０人） 

（２）保健予防活動業務 

ア 健康診断        ３４０人 

イ 予防接種      １，３００人 
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（３）へき地医療の支援に関すること 

     特になし 

（４）研修に関すること 

     研修生受け入れ 

     リハビリテーション科の学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（５）通所リハビリテーション（みなし指定） 

   要介護者を対象に通所リハビリテーション、介護予防通所リハビリテーションを実施する。火曜日 

から土曜日に１．５時間／日の開所とする。患者数は、最大４名／日を見込む。送迎は行わない。 

（６）福祉事業 

     児童発達支援センターこのゆびとーまれ山中（開設者 地域医療振興協会） 

加賀市唯一の児童発達支援センターとして利用者登録は３０人を見込む。通所施設として医療的ケ

ア児の受け入れ、放課後等児童デイサービス、保育所訪問事業等を行う。非常勤看護師が就業した

ことにより未就学児受入要望に応える。 

利用者数 ２，５００人 

（７）訪問看護ステーション（開設者 地域医療振興協会） 

     管理者１人を除く看護師は、診療所と兼務のほか非常勤３人の応援を得て対応する。山中温泉地区

で唯一の訪問看護ステーションなったため、利用者増が見込まれる。 

年間訪問件数 １，３００件。ほかに児童発達支援センターの医療的ケア児の対応にあたる。医療

的ケア児対応は年間５００件の見込み。 

（８）その他特記事項 

     ア 山中温泉ぬくもり診療所については、加賀市から指定管理者の指定を受けており、児童発達支 

援センターと訪問看護ステーションは自主事業となっている。 

     イ 診療所の指定期間は令和７年度末までとなっており、令和８年度以降の事業のスキームについ 

て加賀市と協議中である。（令和７年１月時点） 

ウ 上記３施設を合わせて加賀地域医療支援センターと称し、事業部門の集約化など効率的な運営 

を目指している。 

     エ 旧山中温泉医療センター時代からの温泉プールがあり、これを活用して健康増進事業を実施し 

ている。 

 

２０ 東通村介護老人保健施設のはなしょうぶ（平成１５年４月１日開設、東通村から指定管理） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所   定員 ５０人（内短期入所 ５人） 

            年間入所者数 １７，７０３人（一日平均 ４８．５人） 

            ベッド利用率 ９７．０％（入所＝４４．０人 短期入所＝４．５人） 
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     イ 通所リハビリテーション  定員２０人 

年間通所者数  ５，７３５人（一日平均 １８．５人） 

営業日数    ３１０日 

     ウ 訪問リハビリテーション 

            年間利用者数    ７８０人（一月平均  ６５．０人） 

 

２１ 公設宮代福祉医療センター（平成１５年１０月１日開設、宮代町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院   病床数  １９床 

             年間患者数 １６，４２５人（一日平均 ４．５人） 

             病床利用率 ２３．７％ 

     イ 外 来  年間患者数 ３１，３４４人（一日平均 １０７人） 

（２）老人保健施設業務 

     ア 入所   定員 ８０人 

２６，０９７人（一日平均 ７１．５人）ベッド利用率８９．３％ 

     イ 通所リハビリ 定員 ５０人   

年間利用者数 １０，３９５人（一日平均 ３５人） 稼動率７０％ 

（３）介護保険訪問業務 

ア 訪問リハビリ 年間利用者数 １，５０６人（一日平均 ６．１人） 

（４）在宅介護支援センター・居宅介護支援業務 

ケアプラン  年間作成件数 １，０３３件（月平均８６．１件） 

（５）施設機器設備整備 

  ・非常放送設備更新（行政対応） 

  ・エレベータオーバーホール１基（行政対応） 

   ・ボイラー予防修理（行政対応） 

  ・送迎車両更新（行政対応） 

（６）へき地医療の支援に関すること 

ア へき地等への医師派遣・代診を行う 

イ へき地等への職員等の派遣を行う。 

（７）研修に関すること 

実習生受け入れ 

状況によりリハビリ学生、介護学生、大学生教職課程の介護実習として、地域における研修の場を 

提供する。 
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２２ 市立恵那病院（平成１５年１２月１日開設、恵那市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入   院  医療法病床 １９９床  

              年間患者数 ４３，４３５人（一日平均 １１９．０人） 

              病床稼働率 ５９．８％ 

     イ 外   来  年間患者数 ６９，６９６人（一日平均 ２８８．０人） 

     ウ 健   診  年間利用数  ４，２００人（一日平均  １７．４人） 

     エ 人間ドック  年間利用数    ６２４人（一日平均   ２．６人） 

（２）通所リハビリ業務  定員       ４０人 

年間利用数 ６，３１６人（一日平均  ２６．１人） 

稼動率   ６５．３％ 

（３）訪問看護業務 

             年間利用数 ８，７８５人（一日平均  ３６．３人） 

  （４）院内保育業務 

               定員       ２３人 

               年間利用数 ４，５４０人（一日平均  １７．１人） 

               稼働日数    ２６６日  

（５）施設機器設備整備 （行政対応） 

     ア 内視鏡システム             １式 

イ  ベッドパンウォッシャー         １式 

ウ 免疫発光測定装置            １式 

エ 生化学自動分析装置          １式 

オ ガスフローアナライザー        １式 

カ 手動式除細動器            １式 

キ 細菌検査システム入院日取得対応    １式 

（６）へき地医療の支援に関すること 

    ア へき地診療所等との連携・支援 

     山岡診療所への診療支援をする。 

   イ 医師及び看護師及び医療技術員の派遣 

     山岡診療所の医師不在時に医師を派遣する。 

     山岡診療所へ看護師を派遣する。 

     老健ひまわりへ医師を派遣する。 

     老健ひまわりへ看護師を派遣する。 

     老健ひまわりへ理学（作業）療法士を派遣する。 

     津保川診療所の医師不在時に医師を派遣する。 
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   （７）研修に関すること 

ア 専門研修基幹病院として研修医を受け入れる。 

  プログラム名： 中山道恵那総合診療地域包括医療研修プログラム 

  連携施設：中濃厚生病院、国保坂下診療所、飛騨市民病院、恵那市国保山岡診療所 

恵那市国保岩村診療所、恵那市国保上矢作病院、シティ・タワー診療所 

津保川診療所、揖斐郡北西部地域医療センター、揖斐川町谷汲中央診療所 

東白川村国保診療所、下呂市小坂診療所、高根診療所、朝日診療所 

久々野診療所、国保白鳥病院、国保和良診療所、白川村国保白川診療所 

白川村国保平瀬診療所、豊田地域医療センター 

イ 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

基幹病院：岐阜大学医学部付属病院、岐阜県総合医療センター、名古屋徳洲会総合病院 

岐阜県立多治見病院、愛知医科大学病院、多治見市民病院 

横須賀市立うわまち病院、練馬光が丘病院、台東区立台東病院 

東京ベイ・浦安市川医療センター、東京北医療センター、三重県立志摩病院 

土岐市立総合病院、東濃厚生病院、市立奈良病院、横須賀市立市民病院 

公益社団法人地域医療振興協会 事務局 臨床研修センター 

ウ 学生等に、地域における研修の場を提供する。 

岐阜大学（医師）、愛知医科大学（医師）、自治医科大学（医師） 

下呂看護専門学校（看護師）、中京学院大学（看護師）、愛知学院大学（薬剤師）、 

東名古屋病院付属リハビリテーション学院（ＰＴ）、藤田医科大学（ＯＴ）、 

あいち福祉医療専門学校（ＰＴ）、中部大学（ＰＴ・ＯＴ）、名古屋学院大学（ＰＴ）、 

平成医療短期大学（ＰＴ・ＯＴ） 

（８）奨学金の貸与 

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（９）その他特記事項等 

   ア 振興感染症対策の継続 

イ 地域包括ケアの充実 

ウ 医師確保対策の強化 

エ 開業医への逆紹介推進による勤務医負担軽減 

オ 透析、外来化学療法、周産期医療、訪問看護の充実 

カ 認定看護師の配置（感染管理・がん性疼痛・がん化学療法・糖尿病・認知症・摂食嚥下・皮膚

排泄ケア・訪問看護） 

キ 診療の効率化及びＤＰＣ効果の向上（診療情報管理機能の充実） 

ク 広報活動及び地域連携の活性化に伴う紹介患者の増加及び開放病床の利用拡大 

ケ 専門外来の積極的な展開（物忘れ外来・禁煙外来・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ外来・乳腺外来・助産師外来） 

コ パパママ学級等の恵那市事業参加の継続 
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サ 透析部門の患者数拡大及び糖尿病透析予防・慢性腎臓病療養指導管理料の件数増 

シ 健康管理センター特定保健指導件数の増 

ス 週休二日制導入（土曜診療の休診・働き方改革の推進） 

セ 恵那地域医療センターの設置（市立恵那病院、山岡診療所、老健ひまわりの人事・経理支援） 

ソ 内科タブレット問診の導入 

タ 非常勤医師による眼瞼下垂・整形外科手術開始 

 

２３ 東京北医療センター介護老人保健施設さくらの杜（平成１６年１月開設、平成２６年３月１０日独立

行政法人年金・健康保険福祉施設整理機構から譲渡され、直営となり名称変更） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所 定員 ９７人 

年間利用者数 ３３，１４２人（一日平均９０．８人）ベッド利用率９３．６％ 

       短期 定員 ３人 

年間利用者数 ９８５人（一日平均２．７人） ベッド利用率９０．０％ 

     イ 通所リハビリ 定員 ６０人 

年間利用者数 ９，６７０人（一日平均３１．５人） 稼動率５２．５％ 

  （２）居宅介護支援業務 

     ケアプラン 年間作成件数 ５００件（一月平均 ４１．６件） 

（３）施設機器設備整備 

     ア 機器設備 ナースコール更新 

            見守りシステム導入 

     イ その他  通所送迎車両更新 

  （４）研修に関すること 

     ア 医師・医学生等への研修の場を提供 

     イ 看護学生、理学・作業療法学生、介護学生・ヘルパー実習生の受け入れ 

（５）その他特記事項 

     ア 地域包括ケアシステムの中で在宅復帰を推進し超強化型施設を維持する。 

     イ システム導入等、働きやすい職場環境を整備し、看護師、介護福祉士、理学・作業療法士を 

確保する。 

     ウ 近隣の医療機関、居宅介護支援事業所等との連携強化に努める。 

     エ 地域活動に積極的に参加し、地域の福祉力向上に貢献する。 
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２４ 東京北医療センター（平成１６年１月開設、平成２６年３月１０日独立行政法人年金・健康保険福祉

施設整理機構から譲渡され、直営となり名称変更） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数   ３５１床 

            年間患者数 １１３，４４２人（一日平均 ３１０．８人） 

            病床稼働率 ８８．５％ 

イ 外 来  年間患者数 ２１２，２５５人（一日平均 ７２６．９人） 

ウ  介護保険 

エ 健康管理センター 

（ア）協会健保健診   年間利用者数  ２，３６２人（一日平均  ８．１人） 

（イ）区民健診     年間利用者数  ２，５０６人（一日平均  ８．６人） 

（ウ）人間ドック    年間利用者数 １，４９７人（一日平均  ５．１人） 

（エ）その他健診    年間利用者数  ２，００２人（一日平均  ６．９人） 

（２）施設機器設備整備 

医療機器 各種検査機器更新（リース） 

     各科手術機械・器具更新（ 購入 ） 

（３）へき地医療の支援に関すること 

ア へき地等への医師、看護師、薬剤師及び医療技術員の支援派遣 

イ  遠隔画像診断 

ウ へき地離島等の妊婦等受入 

（４）研修に関すること 

ア 臨床研修センターの運営 

        初期研修医 １８名 

専攻医   ２４名 

（内訳：総合診療科 １２名、内科 ４名、小児科 ４名、外科 ４名) 

専従指導医  １名 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

看護、リハビリ、薬剤、栄養、事務等の学生に実習の場を提供する。 

ウ 医師再研修の受入 

  へき地診療所、へき地中核病院等への就職を希望する医師に対して、へき地において 

必要な総合的な医療知識・医療技術を身につける研修の場を提供する。 

（５）奨学金等の貸与 

ア 看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

イ 認定看護師等養成のため、休職する看護師に対し支援金の貸与を行う。 
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（６）地域との連携 

     ア 地域医療支援病院（平成３０年８月３０日東京都知事承認） 

イ    同     運営連絡協議会の開催 

     ウ 地域連携の会の開催 

     エ 北区医師会北区在宅療養患者・高齢者搬送支援事業 

『北区在宅医療サポート搬送入院システム』の取扱い数増加 

     オ 公開講座、症例検討会の開催 

     カ 北区が実施する乳児、三歳児健診及び女性の健康相談への医師派遣 

     キ 災害拠点病院としての、区役所、医師会及び地域消防、自治会、関係団体等々との災害訓練の

実施 

      ク 北区委託事業の病児病後児保育事業 

     ケ   同   の産後ケア事業 

     コ 災害支援 

        能登半島地震におけるＤＭＡＴ派遣：１チーム（1/12～1/18） 

            同     ＪＭＡＴ派遣：５チーム（2/11～2/29） 

            同     ＪＲＡＴ派遣：１チーム（3/04～3/07） 

 (７) その他 

ア 診療連携強化（紹介・逆紹介率の向上） 

イ 地域の医療者への講習研修の実施 

ウ 臨床研究への取り組み強化 

エ ＤＭＡＴ隊員の養成 

オ 治験 

カ 放射線治療部門等新棟建設・運営開始 

キ ＳＤＧsへの取り組み 

ク Let’ｓ SE-TSU-DENの取り組み（節電対策） 

 

２５ 市立奈良病院（平成１６年１２月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数        ３５０床 

            年間患者数  １０５，９９６人（一日平均 ２９０．４人） 

            病床利用率     ８３．０％ 

イ 外 来  年間患者数  １６５，４５９人（一日平均 ６８０．９人） 

 

（２）施設機器設備整備  

     医療機器（リース） МＲＩ装置、検査機器、患者支援センター集約化改修工事 等 
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（３）へき地医療の支援に関すること 

ア へき地拠点病院運営等  

（ア）へき地診療所等との連携・支援 

奈良市立柳生診療所、奈良市立田原診療所、奈良市立月ヶ瀬診療所、奈良市立都祁診療所、

明日香村国民健康保険診療所、奈良市立興東診療所の支援（診療・事務等） 

（イ）医師の派遣及び医療技術員の支援 

イ へき地等への医師派遣 奈良県内のへき地診療所への代診医派遣 

（ア）代診医派遣 

（４）研修に関すること 

臨床研修センターの運営 

ア 初期研修医 １７名（うち、J１:９名、Ｊ２:８名） 

イ 専攻医   ２１名 

呼吸器内科 １名、腎臓内科 １名、循環器内科 ２名、消化器内科 ４名、 

乳腺外科 １名、四肢外傷 １名、形成外科 １名、小児科 １名、 

眼科 １名、麻酔科 １名、総合診療科 ７名 

（５）奈良市立看護専門学校の運営 

    ア ３年制の看護専門学校とし、１学年４０人で平成２５年４月１日に開校 

     イ 奈良市から委託を受けて教務部門等の運営を行う。 

     ウ 主たる実習施設として協力する。 

     エ 校舎は当協会で建設し奈良市に無償貸与している。 

    オ 備品、教材等については当協会が購入し、奈良市へ提供している。 

（６）奨学金の貸与 

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（７）その他特記事項 

診療機能の強化 

ア 医師及び看護師等の増員 

イ 地域医療連携の推進 

ウ ドクターカー運用の充実 

エ 地域がん診療拠点病院としての機能強化 

オ 災害拠点病院としての機能強化 

カ エイズ診療の充実 

キ 病児病後児保育 
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２６ 公立黒川病院（平成１７年４月１日開設、黒川地域行政事務組合から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数   １７０床 

            年間患者数 ４３，１５７人（一日平均 １１７．９人） 

            病床利用率 ６９．５％ 

イ 外 来  年間患者数 ５３，４６３人（一日平均 １８２．５人） 

ウ  介護保険 

（ア）訪問看護         年間利用者数  ５，１１７人（一日平均 １７．５人） 

（イ）通所リハビリテーション  年間利用者数  ５，０９４人（一日平均 ２１．０人） 

（ウ）訪問リハビリテーション 年間利用者数  ３，７７６人（一日平均 １５．５人） 

（２）施設機器設備整備  

ア 医療機器 

・電子カルテ（ハードウエア） [行政対応] 

・一般撮影装置 [行政対応] 

・内視鏡システム [行政対応] 

・無影灯 [行政対応] 

・ベッド及びマットレス [行政対応] 

・内視鏡洗浄消毒装置 [行政対応] 

・オートレンズメーター [行政対応] 

イ 施設設備 

・高圧電気設備 [行政対応] 

 ・フラットパネル用コンソール [行政対応] 

 ・エレベーター修繕（高電圧設備） [行政対応] 

 ・病室サッシ改修工事 [行政対応] 

 ・エネルギー棟排風機更新 [行政対応] 

 ・駐車場外灯（LED化） [行政対応] 

 ・厨房シンク更新 [行政対応] 

・給水ポンプ更新（ボイラー用） [行政対応] 

（３）へき地医療の支援に関すること 

宮城県へき地医療拠点病院として、へき地診療所である七ヶ宿診療所等への診療支援の実施 

（４）研修に関すること 

ア 研修医の受け入れ 

  初期研修医、後期研修医の地域医療研修受け入れ 

  病院総合診療医研修施設 

イ 医学生の学生実習の受入れ 

医学生に、地域における研修の場を提供 
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     ウ 看護学生の学生実習の受入れ 

看護学生に、地域における研修の場を提供 

     エ 医療職学生（リハビリ、栄養学生等）の受入れ 

医療職学生に、地域における研修の場を提供 

     オ 消防学生及び救急救命士実習の受入れ 

消防学生及び救急救命士に、病院での研修の場を提供 

     カ 地域の職場体験の受入れ 

  域の学校の職場体験に、研修の場を提供 

（５）その他特記事項等 

特になし 

 

２７ いなずさ診療所（平成１７年６月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数  ５，８８０人（一日平均 ２１．９人） 

       訪問診療 年間患者数    ２３４人（一日平均  ０．８７人） 

     イ 保健予防活動  

（ア）健康診断  年間利用者数   ７人（一月平均  ０．５８人） 

        その他下田市集団検診に医師派遣 

（イ）予防接種  年間利用者数  ８２２人（一日平均 ３．０６人） 

         その他下田市集団接種に医師派遣 

（２）研修に関すること 

教育研修への取り組み（研修医・医学生・看護学生受け入れ） 

地域医療を研修する研修医等を、当協会及び協会外の施設から一回に１～２名を１週間～３ヶ月程

度の期間で受け入れる。 

（３）その他特記事項等 

在宅医療への取り組み。 

週４日を目安に訪問診療に取り組み、１日１件程度の訪問診療を行う予定である。 

その他、診療時間外を含む往診も行う予定である。 

 

２８ 伊東市介護老人保健施設みはらし（平成１８年４月１日開設、伊東市から指定管理） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所  定員 １２５人 （内、短期入所１３人）  

年間入所者数 ４１,２４５（一日平均 １１３人） ベッド利用率９０．４％ 

     イ 通所リハビリ 定員３０人   

年間入所者数 ７,６７５人（一日平均  ２５人） 稼動率８３.３％ 

 

33



（２）研修に関すること 

ア 実習生・研修生受け入れ 

       理学療法士、作業療法士、介護士養成所等（学生）、中・高学生の職場体験の受け 

入れをする。 

     イ 専門職として知識、技術の向上 

       研修会、勉強会への参加。 

介護福祉士実習指導者の育成 

相談部門の法定外研修への参加 

（３）強化項目 

ア 在宅復帰 

      （ア）在宅復帰率の維持（利用者、家族への在宅サービスの提案） 

      （イ）入所前後の訪問指導の実施件数の増加 

イ 個別ケアの充実 

      （ア）個別のケアマネジメントの為の自己研鑽に努める 

      （イ）適切なアセスメントによる安心・安全なケア 

         （各委員会で具体的行動内容まで検討し意思統一に努める） 

      （ウ）いきいきとした楽しい生活の提供と生活機能の維持向上 

     ウ リハビリ機能の充実 

      （ア）生活リハビリの強化 

      （イ）短期集中リハビリテーションの維持 

      （ウ）短期入所の個別リハビリ実施率の維持 

      （エ）LIFEのフィードバックを活用し、計画書の見直をして、ＰＤＣＡサイクルの 

推進、ケアの向上を目指す 

      （オ）入所リハビリテーションマネジメント計画書情報加算の算定を目指す 

エ 専門職としてのチーム意識 

      （ア）施設内の情報共有と協働した行動 

      （イ）利用者様を中心としたケア目標、方針の共有（カンフェレンスの充実） 

     オ 地域への情報発信・地域連携 

      （ア）市民への情報発信 

（イ）関係機関との合同カンファレンス・研修会 

      （ウ）伊東市民病院との連携 

      （エ）ボランティアとの連携 

     カ 安定した経営 

      （ア）通所リハビリ利用者の増加（みはらし退所者への利用促進） 

（イ）伊東市民病院との連携強化による入所利用者の増加 

（ウ）近隣市町の利用率向上（定期的な広報と月1回の訪問営業活動） 
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（エ）利用率に応じた適正な人員配置 

（オ）入所判定決定後の速やかな入所（入所判定と併せてベッドコントロール） 

     キ 業務継続に向けた取り組み 

（ア）感染症対策の継続、研修会の開催 

（イ）リスクマネジメントの強化を図る 

（ウ）看取りへの対応の充実を図る 

（エ）ＢＣＰの研修会の開催、シミュレーション訓練の実施 

 

２９ 村立東海病院（平成１８年５月１日開設、東海村から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数 ８０ 床（一般４０床・地域包括４０床） 

            年間患者数 ２３,７２５人（一日平均 ６５．０人） 

            病床利用率 ８１．３％ 

     イ 外 来  年間患者数 ６１，３２０人（一日平均 ２１０．０人） 

       ウ  介護保険 

         （ア）通所リハビリテーション   年間利用者数  １，６９４人（一日平均７人） 

(イ) 訪問看護 年間利用者数  ７３０人（一日平均２．５人） 

（２）保健予防活動 

     ア 人間ドック  年間受診者数   ７２０人（一日平均２．９人） 

     イ 企業健診   年間受診者数 ２，５００人（一日平均１０．２人）   

     ウ 乳がん検診  年間受診者数   ９２０人（一日平均３．７人） 

     エ 子宮がん検診 年間受診者数   ９００人（一日平均１８．８人） 

オ 予防接種 

  ① 新型コロナ   年間接種者数    ６００人 

  ② インフルエンザ 年間接種者数  １，９００人 

  ③ その他     年間接種者数    ７４４人 

（３）病児・病後児保育施設 

     利用者延数    年間利用者数  ４００人（1日平均１．６人） 

（４）施設機器設備整備  

     ア 医療機器（行政対応） 

X線CT装置一式 

       ベッドサイドモニター 

       内視鏡洗浄消毒装置 

       ディスポーザブル呼吸回路 

       電動式デジタルエアータニケット架台付 

       医療用テレメーター4人用 
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       除細動器 デフィブリレータ 

       研究用生物顕微鏡 

       無影灯 

イ 医療機器（院内対応） 

       処置・包帯交換カート 

救急カート・ミニ2台 

       トランスファー ストレッチャータイプ2台 

       滅菌コンテナシステム2セット 

       ティルト＆フルリクライニング車椅子 

       肺機能検査用測定器スパイロメーター 

     ウ 一般機器（院内対応） 

薬用冷蔵ショーケース 

エ 施設設備（行政対応） 

   院内Wi-Fi環境整備（交渉中） 

（５）へき地医療の支援に関すること 

要望により可能な限りへき地等への医師派遣・代診を行う。 

（６）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生、各職種学生に、地域における研修の場を提供する。 

  （７）奨学金の貸与 

     看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

  （８）その他特記事項等 

ア 新型コロナ感染症等新興感染症患者の後方支援病院として入院受入病院と連携を図る。 

イ 在宅事業の強化（訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ等） 

ウ 栄養指導・服薬指導の充実を図る。 

エ 医師確保のため近隣基幹病院、大学を定期的に訪問する。 

オ 医療・介護の連携を強化する。 

カ 働き方改革を推進していく。 

 

３０ 地域包括ケアセンターいぶき（平成１８年４月１日開設、米原市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 外 来      年間患者数  １７，２０７人（一日平均 ７１．１人） 

イ 往診・訪問診療          １，６２７人（一日平均 ６．７人） 

ウ 居宅療養管理指導  年間利用者数 １，１５０人（一日平均 ４．８人） 
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（２）訪問業務 

ア 訪問看護（みなし） 年間利用者数   ５４０人（一日平均 ２．２人） 

イ 訪問リハビリ    年間利用者数   ６５８人（一日平均 ２．７人） 

（３）介護老人保健施設業務 

定員 ６０人（短期入所含む） 

ア 入所       年間入所者数 １３，８７０人（一日平均 ３８．０人） 

イ 短期       年間入所者数  ６，５７０人（一日平均 １８．０人） 

ベッド利用率   ９３．３％ 

ウ 通所リハビリテーション 定員２５人 

年間利用者数  ４，５９８人（一日平均 １９．０人） 

稼動率      ７６．０％ 

（４）居宅介護支援業務 

ケアプラン      年間作成件数  １，０８０件（月平均 ９０．０件） 

（５）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設として研修医を受け入れる。 

イ 医師、医学生・看護学生・医療技術職学生等に地域研修の場を提供する。 

（６）その他特記事項 

ア 在宅支援の充実 

（ア）在宅での療養生活を支えるため、これまで同様、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、居

宅介護支援業務および老健の短期入所について充実したサービスを提供する。 

（イ）在宅療養支援診療所（診療所）の２４時間対応、特定事業所（居宅介護事業所）で２４時

間体制にて在宅支援を行う。 

イ 乳幼児健診及び学校医、こども園医として保健指導を行う。 

ウ 地域住民と協力した夏祭りの開催など、地域の活性化を図る事業を行う。 

エ 運営の安定化を目指し、業務改善に取り組む。 

 

３１ おおい町保健・医療・福祉総合施設事業及び事業計画（平成１８年４月１日開設、おおい町 

から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院 病床数   １９床 

           年間患者数 ２，９２０人（一日平均 ８．０人） 

         病床稼働率 ４２．１％ 

     イ 外 来  年間患者数 １３，６１７人（一日平均 ５１．０人） 

       ウ  介護保険 

         （ア）訪問看護           年間利用者数  ２００人（一日平均 ０．８人） 

（イ）訪問リハビリ   年間利用者数   ３０人（一日平均 ０．１人） 
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（２）老人保健施設業務 

ア 入所     定員 ５０人 

年間入所者数 １５，６９５人（一日平均 ４３．０人） ベッド利用率８６．０％ 

     イ 通所リハビリ 定員 ４０人 

年間入所者数  ７，２６０人（一日平均 ３０．０人） 稼動率７５．０％ 

（３）保健予防活動業務 

ア 健康診断（法令の定期健診、特定健診及び電離放射線健診、採用時健康診断等） 

年間受診者数     １，５００件 

イ 予防接種（集団及び個別接種） 

 年間受診者数（個別） ２，０００件（うち新型コロナワクチン５００件） 

ウ 人間ドック（国保、健康保険組合等） 

  年間受診者数        ８０件 

（４）病児、病後児保育業務 

利用定員      ４人 

年間利用者数  ３３０人（月平均 ２７．５人） 

（５）施設機器設備整備 

ア 医療機器   医療情報画像保管システム[PACS]（行政対応） 

全自動血球計算器（行政対応） 

イ リハビリ機器 マイクロ波治療器（行政対応） 

ウ 介護機器   病棟浴室シャワーストレッチャー（行政対応） 

          老健電動ベッド（行政対応） 

          老健リクライニング車椅子（行政対応） 

          老健車椅子（行政対応） 

エ 給食機器    整備なし 

オ 施設設備    業務用洗濯機（行政対応） 

          施設大規模改修【空調更新・照明LED化】（行政対応） 

（６）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設として、研修医を受け入れ 

イ 医学生、看護学生、医療技術職学生等の研修及び実習の受け入れ 

（７）奨学金の貸与 

   介護人材育成確保のため、令和４年度に受け入れた外国人（フィリピン人）介護留学生３名及び令 

和５年度に受け入れた介護留学生２名に対し、日本語学校及び介護福祉士養成専門学校の奨学金等 

の貸与を行う。 

（８）その他特記事項等 

ア 在宅医療（訪問診療、訪問看護等）の充実 

イ 健診・学校医等の協力 

ウ 産業医業務の実施 

エ 夕方外来診療の実施（平日週２回、診療時間１６：３０～１８：３０） 

オ 発熱外来の対応等、新型コロナ感染予防対策の徹底 
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カ 認知症高齢者グループホームの活用方法検討 

     令和５年４月から休止している認知症高齢者グループホームを廃止し、令和７年４月に入職す 

る外国人介護士の住居スペースとして及び、病児病後児保育の保育室、静養室、安静室として 

有効利用する。 

キ キャッシュレス決裁の導入 

 

３２ 志摩地域医療福祉センター（平成２０年４月１日開設、志摩市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 外 来  年間患者数 ９，１９６人（一日平均 ３８．０人） 

（２）介護老人保健施設業務 

     ア 入所 定員 １００人  （短期入所含む。） 

年間入所者数 ３４，７４８人（一日平均 ９５.２人） ベッド利用率９５.２０％ 

     イ 通所リハビリ 定員４０人 

年間入所者数  ８，３９７人（一日平均 ３４.７人） 稼動率８６.７５％ 

ウ 訪問リハビリ 

年間利用者数  １，３５５人（一日平均  ５.６人） 

（３）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生、理学療法士（学生）、作業療法士（学生）、介護士（学生）等に 

地域における研修の場を提供する。 

ウ 実地見学・研修の場の提供 

地域の希望施設からの実地見学・研修の場を提供する。 

（４）奨学金の貸与 

看護師等確保のため、看護学校等に入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（５）その他特記事項等 

志摩市休日夜間応急診療所への輪番支援    毎月１回 

志摩市主体で令和６年１１月より３箇年計画で行われる介護老人保健施設全体の空調機 

更新工事第１期目が完了、令和７年４月より第２期目の工事着工予定。 

 

３３ 飯塚市立病院（平成２０年４月１日開設、飯塚市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院   病床数    ２５０床 

             年間患者数 ７７，２７０人（一日平均 ２１１．７人） 

             病床稼働率 ８４．７％ 
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     イ 外 来   年間患者数 ８２，７８８人（一日平均 ３４２．１人） 

       ウ  介護保険 

（ア）訪問看護           年間利用者数  １４５．２人（一日平均 ０．６人） 

（イ）居宅療養管理指導   年間利用者数    ０人（一日平均 ０．０人） 

（２）施設機器設備整備    

ア 医療機器 外科用X線テレビジョンシステム（購入） 

3次元眼底撮影装置 OCT   （購入） 

整形用ハンドピース      （購入） 

上部消化管ビデオスコープ   （購入） 

ＣＴ320列（飯塚市事業債にて更新予定） 

イ 施設設備 非常用発電機始動用電池（診療棟）更新 

（３）へき地拠点病院運営等  

ア  へき地診療所等との連携・支援 

イ  医師の派遣 

（４）協力型臨床研修病院 

協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

（５）研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供するとともに薬剤・リハビリ・検査・看護等学生・ 

救急隊員等の実習を受入れる。 

（６）その他特記事項 

ア 地域医療支援病院承認の充実 

イ 医師確保を行い診療機能の充実を図る 

ウ 災害医療提供体制の強化 

エ 小児科時間外診療安定的な運用 

オ 循環器医師確保による診療体制充実 

 

３４ 市立大村市民病院（平成２０年４月１日開設、大村市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院 病床数   ２１２床 

           年間患者数 ７０，９９２人（一日平均 １９４．５人） 

           病床稼働率 ９１．７％ 

     イ 外 来 年間患者数 ７０，９２９人（一日平均 ２９３．０人） 

（２）健康管理センター業務 

     ア 企業健診等 年間患者数 ４，４５４人 

イ 人間ドック 年間患者数１，４０３人 

     ウ 特定健診 年間患者数 ４６６人 
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エ 特定保健指導 １８０人 

     オ 婦人科健診 年間患者数 ７５０人 

（３）居宅介護支援業務 

     ア 訪問看護ステーション 年間利用者数 ４４３人 

（４）施設機器設備整備  

     ア 医療機器  老朽化した医療機器の整備（行政対応）を行う。 

  （５）へき地医療の支援に関すること 

ア 離島・へき地診療所等との連携・支援 

イ 医師の派遣及び医療技術員の支援 

（６）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院 

協力型臨床研修病院として基幹型臨床研修病院より研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（７）特定ケア看護師制度 

     看護の専門分野を学習・探究すること、国が定めた特定行為を実施し、良質な医療及び看護の提供

を目的として、特定ケア看護師制度受検合格者に対し病院奨学金等の貸与を行う。 

（８）その他特記事項 

   ア 新病院移転後９年目を迎え、引き続き患者数確保、高額医療機器の共同利用の推進、 

業務の効率化等を図る 

イ 訪問看護ステーションの利用者増加 

ウ 長崎大学病院との連携による口腔外科の強化、紹介数の増加 

エ 回復期リハビリ及び地域包括ケア病棟有効利用 

オ ＨＣＵ病棟の効率的な運用 

カ 婦人科手術の増(内視鏡下手術) 

キ 健診事業の充実（２次健診の促進、内視鏡部門の増強、Ｕ４０健診の実施等） 

ク 地域医療機関との連携による紹介数の増加及び病棟回転率の上昇、行政・介護施設 

等との連携及び入退院支援の連携強化 

ケ 大村市との連携等による、医師確保対策の強化 

コ 病院機能評価受審・認定に向けた取り組み     

サ 高齢者救急医療DXに向けた取り組み 
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３５ 奈良市立柳生診療所（平成２０年４月１日開設、奈良市から指定管理）  

（１）診療業務 

外 来  年間患者数 ３，８２４人（一日平均 １６．０人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

３６ 奈良市立田原診療所（平成２０年４月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

外 来  年間患者数 ９１１人（一日平均 ６．２人） 

（２）へき地医療の支援に関すること 

へき地等への医師派遣・代診を行う。 

（３）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（４）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

３７ 上野原市立病院（平成２０年１０月１日開設、上野原市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数     １３５床（急性期一般８５床・地域包括ケア５０床）  

            年間患者数   ２７，７４０人（一日平均 ７６．０人） 

            平均病床稼働率   ５６．２％ 

イ 外 来  年間患者数   ８４，６７７人（一日平均 ２８９．０人） 

ウ 介護保険 

（ア）訪問看護  年間利用者数  １，６２０人（一日平均 ６．６人） 

（イ）通所リハビリテーション 年間利用者数 １，９２０人（一日平均 ７．８人） 

エ 人間ドック   年間利用者数   １８０人 
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（２）施設機器設備整備 

     ア 医療機器（すべて行政対応による購入予定） 

（ア）透析装置システム 

（イ）採血管準備装置 

（ウ）全自動錠剤分包機 

（３）事業内容に関すること 

ア 山梨県富士・東部医療圏域における公的病院としての使命を認識し、山梨県東部地区における 

地域医療の中核病院として、医療の質と地域の安全と安心を向上させる。 

イ 医師・看護師の確保、専門診療の充実、救急医療の充実、透析の拡大、通所ﾘﾊ・訪問看護の充 

  実。 

ウ 総合的な診療への対応、予防医療・へき地支援等を通じて市民の安全・安心の確保に努める。 

（４）へき地医療の支援に関すること 

ア 市と協力し附属診療所の運営の継続を図る。 

本院に通院できない市内のへき地に居住する患者を対象として、秋山・西原の２附属診療所の 

運営を可能な限り継続して行う。 

イ へき地等への医師派遣・代診を行う。 

本院を中心として半径２０キロ圏内を中心としたへき地に医師の派遣・代診を行う。 

要請に基づき、可能な限りへき地・離島等への医師の派遣・代診を行う。 

（５）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）の取組 

協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として、地域医療研修センター及び山梨大学医学部 

附属病院や山梨県立中央病院・山梨赤十字病院より研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

本院及び附属診療所の施設を活用し、医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（６）奨学金の貸与 

ア 看護師確保のため、高等学校・看護大学等入学を希望する者に対し入学後の奨学金を貸与する 

上野原市が中心となって、看護師以外のコメディカル職の奨学金を貸与が可能となる。 

（７）その他特記事項等 

     ア 検査・検診機能の充実 

（ア）人間ドック、特定健診、脳ドック、市の検診等に対し広報等周知を強化し利用者増を図る。 

（イ）企業健診の積極的な誘致など、健診機能の強化と実績向上により収益向上を目指す。 

（ウ）健診センターをさらに活用し、上野原市の乳児検診等の保健事業と緊密な連携を行う。 

（エ）市の健診事業との連携を深め、胃カメラ・集団接種・予防接種等を含め市民の健康増進・ 

維持に貢献する。 
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イ 外来患者増への取り組み 

（ア）地域連携相談室の活動を継続し、地域の開業医、高次救急医療機関、周辺介護施設、療養 

病院への情報発信（広報誌や定期訪問）を行う。 

（イ）地域医療機関との病病連携、診療連携の会を開催し、より多く紹介患者の増加を目指す。 

（ウ）市内ケーブルテレビでの情報提供番組、市の広報誌、ソーシャルメディアを利用した情報 

発信により、新規患者の増加を目指す。 

（エ）MRI・CT、超音波検査装置等高度に必要な機器を提供し、質の高い医療を地域に提供しな 

   がら、より共同利用を推進し入院紹介患者の増加を図る。 

ウ 看護師確保対策の取り組み 

（ア）看護師確保に関する情報提供に特化した、看護部独自のホームページの更新し充実を図る。 

（イ）随時、就職説明会（病院見学）やWebでの説明会を実施する。 

（ウ）地元中学校・高校・大学・看護師養成機関の職場体験・実習を積極的に受入れ、奨学金制 

度のＰＲの時間を作り、制度を周知する。 

エ 医療情報システムの整備 

（ア）ＤＰＣ対象病院として診療費の算定業務に支障が生じないよう、マスターの整備、ＤＰＣ 

コーディングソフトの整備とクリニカルパスの充実を図る。 

（イ）新電子カルテシステムMIRAIｓの有効活用を図り業務の効率化を目指す。 

オ 医療安全の向上を目指す 

（ア）全職員及び委託業者を含めた研修会等を強化し、職員の医療安全の意識向上を図る。 

（イ）アクシデント・インシデント報告を徹底的に分析して原因の探索を図り、対策を立案して、 

再発防止を図り、医療安全体制の確立に努める。 

カ 感染防止対策の取り組み 

（ア）感染防止対策について、感染対策講演会等の実施やマニュアルを基に職員に徹底する。 

（イ）地域の医療機関・保健所等と感染対策の情報を共有し地域全体で協力して感染防止対策を 

図る。 

キ 働き方改革への対応 

（ア）宿日直許可申請を行い、令和４年１０月２７日付けで許可を得た。 

（イ）残業の事前申請化を図る。 

（ウ）長時間労働の削減を目指し、残業恒常化の要因分析を行い効果的な対策を導出する。 

（エ）委員会で対応策を毎年検討し、より良き職場環境の改善を図る。 

（オ）適正な人員確保と医師事務作業補助者の増員を図る。 

（カ）勤怠管理精度向上を図る。 

ク その他 

（ア）上野原市との指定管理を令和４年４月から１０年間更新した。 

（イ）上野原市との定例会を毎月開催し、より上野原市と良好な関係を構築する。 

（ウ）地域包括ケア病棟の充実を図る。 
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（エ）薬剤管理指導や病棟管理業務の充実を図る。 

（オ）訪問看護ステーション開設による、在宅医療事業の充実を図る。 

（カ）病院ホームページを刷新し、病院の見える化、職員求人募集の方策として実現していく。 

 

３８ 台東区立台東病院・台東区立老人保健施設千束（平成２１年４月１日開院、台東区から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数   １２０床 

            年間患者数 ３３，７９９人（一日平均 ９２．６人） 

            病床利用率 ７７．２％ 

     イ 外 来  年間患者数 ６３，７２９人（歴日一日平均 １７４．６人） 

（２）老人保健施設業務 

     ア 入所     定員 １５０人   

年間入所者数４５，１１４人（一日平均 １２３．６人）  

ベッド利用率８２．８％ 

     イ 通所リハビリ 定員５０人   

年間入所者数 １２，４８０人（一日平均 ４０．０人） 利用率８０．０％ 

（３）居宅介護支援業務 

  ケアプラン  年間作成件数 ３８４件（月平均３２．０件） 

（４）へき地医療の支援に関すること 

ア 東京都の島しょ地域等への医師派遣・代診を行う。 

イ 東京都の島しょ地域等への看護師・介護士派遣を行う。 

ウ 東京都の島しょ地域等への医療技術員派遣を行う。 

（５）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

    協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として、研修医等を受け入れる。 

     イ 研修生等受け入れ（雇用力強化） 

       医師、医学生、ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ（学生）、薬剤師、看護師、介護士等の研修の場を提供する。 

ウ 地域医療のススメ基幹病院 

（６）奨学金の貸与 

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

介護福祉士確保のため、養成学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（７）その他特記事項 

     ア 地域連携の強化 各医療機関、介護事業者、区との連絡会、イベントの実施 

     イ 在宅療養支援病院機能強化、訪問リハビリの拡充、居宅介護支援事業 

     ウ 健診業務の実施 

     エ 患者利用者の満足度向上に向けての取り組み 
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     オ 公開講習会・勉強会等の実施 

     カ 地域コミュニケーションの場としての施設積極的活用 

     キ 職員の能力向上のための研修体制作りと他職種研修 

     ク 職員の安定確保（離職防止） 

     ケ 在宅療養支援窓口（区委託事業） 

     コ 復職支援事業実施 

     サ 訪問看護ステーション実施（みなし事業） 

     シ 就職説明会への積極的参加（オンライン等含む） 

     ス ヘルスプロモーション事業（禁煙・フレイル等） 

     セ 技能実習生（介護職）の受入および特定技能実習生、介護福祉士への育成 

     ソ 在宅療養患者健康観察事業 

     タ 病院祭の開催 

     チ 医療的ケア児（者）の短期入所事業 

     ツ 地域連携の会の開催 

     テ 空調設備等更新工事 

 

３９ 山北町立山北診療所（平成２０年１２月１日開設、山北町から指定管理） 

（１）診療業務 

     外来 年間患者数 ２，５７９人（１日平均 １３．５人） 

（２）保健予防活動 

ア 健康診断 年間利用者数 ９４人 

イ 特定健診 年間利用者数 １５人 

ウ 予防接種 年間利用者数 ２７２人 

（３）研修に関すること 

   研修医の受け入れを行う 

（４）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

４０ 東京ベイ・浦安市川医療センター（平成２１年４月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数   ３４４床 

            年間患者数 １１２，９１６人（一日平均 ３０９．４人） 

            病床稼働率 ８９．９％ 

     イ 外 来  年間患者数 １５０，３２８人（一日平均 ５１４．８人） 
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（２）保健予防活動                                

     ア 一般健診      年間患者数 １，８００人（一日平均 ６．２人） 

     イ 人間ドック     年間患者数   ９３８人（一日平均 ３．３人） 

     ウ 乳児健診      年間患者数   ４００人（一日平均 １．４人） 

     エ 妊婦健診      年間患者数 ４，２００人（一日平均 １４．４人） 

     オ 予防接種      年間患者数 ３，５００人（一日平均 １２．０人） 

     カ マンモグラフィ   年間患者数   ７８０人（一日平均 ２．７人） 

（３）施設機器設備整備  

     ア 救命救急センターほかの医療機器更新 

     イ 電子カルテ更新、サイバーセキュリー対応 

ウ 空調他各種院内補修工事等 

     エ 救急受入機能強化のための改修工事 

（４）へき地医療の支援に関すること 

へき地等への医師派遣・代診を行う。 

（５）研修に関すること 

ア 臨床研修センターの運営 

       初期研修医 １６名 

       専攻医   ５８名 

     イ 研修医・研修生受け入れ 

      （ア）医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

 （イ）看護・リハビリ・薬剤・検査・事務等の学生に実習の場を提供する。 

（６）奨学金の貸与  

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（７）その他特記事項 

ア 千葉県救命救急センターの実施 

イ 感染症法に基づく医療措置協定に基づく対応 

ウ 第２種感染症指定医療機関の実施 

エ 災害時の拠点病院としての強化 

オ 地域医療支援病院の実施 

カ ＤＰＣ病院としての効率的運営 
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４１ 横須賀市立市民病院（平成２２年４月１日開設、横須賀市から指定管理） 

（１）診療業務 

 ア 入 院  病床数３３９床（うち５０床は改修工事のため休床） 

            年間患者数  ７７，７４５人（１日平均 ２１３．０人） 

            一般･ＨＣＵ  ５６，９４０人（１日平均  １５６．０人） 

            包括ケア    ９，８５５人（１日平均   ２７．０人） 

            回復期リハ  １０，９５０人（１日平均  ３０．０人） 

            病床利用率   ７３．７％ 

 イ 外 来  年間患者数 １１５，４７８人（一日平均 ３９８．２人） 

（２）施設機器設備整備  

     医療機器（行政対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 部署 品　名 数量 No. 部署 品　名 数量

1 眼 科 眼科用手術台 1 20 臨 床 検 査 技 術 科 乾式臨床化学分析装置 1

2 関 節 外 科
移動型デジタル式汎用一体型
X 線透視診断装置

1 21 モービルワークステーション 1

3 病 理 診 断 科 自動染色装置 1 22
上部消化管汎用ビデオスコープ
【経口型】

1

4 麻 酔 科 超音波画像診断装置 1 23 多用途透析用監視装置 6

5 滅 菌 セ ン タ ー 器具除染用洗浄器 1 24 血液浄化装置 1

6 全自動錠剤分包機 1 25 ME セ ン タ ー 輸液ポンプ 5

7 全自動散薬分包機 1 26 移譲機能付きストレッチャー 1

8 移動式姿勢矯正鏡 1 27 電動ベッド 15

9 ポジションメモリー機能付電動昇降台 2 28 エアマットレス 5

10 マットプラットホーム 3 29 電動ベッド 50

11 連動昇降式平行棒 1

12 車椅子 1

13 モジュール車椅子 1

14 評価用短下肢装具 2

15 長下肢装具 4

16 ボックス＆ブロックテスト 1

17 安全懸架式リハビリテーションリフト 1

18 電動昇降式ADLキッチン 1

19 歩行神経筋電気刺激装置 1

看 護 部

薬 剤 部

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
療 法 科

消 化 器 内 科

腎 臓 内 科
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（３）医師研修に関すること 

     ア 基幹型臨床研修指定病院 

       基幹型臨床研修指定病院として研修医を受け入れる。  

ジュニアレジデント（2年次） 4名 

ジュニアレジデント（1年次） 4名  

※上記以外に横浜市立大学附属病院、横浜市立大学附属市民総合医療センターからのたすき掛 

け研修医（1年次） 2名 

     イ 研修医・研修生受け入れ 

       医師・医学生、看護師・看護学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（４）病床の再編 

許可病床（４８２床）と稼働病床（２２９床）の乖離をなくし、病床数３３９床とする。 

     ア 高度急性期（１６床） 

       ＩＣＵ４床をＨＣＵに転換し、ＨＣＵ１６床とする。 

     イ 急性期（２０５床） 

       現状通り、４病棟での体制を維持する。 

     ウ 回復期（１１８床） 

       ①地域包括ケア病棟 

病床利用率８０％を目指す。急性期からの受け入れ（ポストアキュート）のみでなく、緊急 

時の受け入れ（サブアキュート）にも力を入れ、安定的な患者確保を目指す。 

・引き続き検討が必要な事項 

（ア）医師、看護師、リハビリテーション科セラピスト、ＭＳＷ等関連職種の人員確保を 

進める 

        （イ）施設基準維持のため難病登録患者を増やすなど、引き続き地域の開業医へ働きかけを 

行う 

②回復期リハビリテーション病棟の有効活用 

病床利用率９０％を目指す。１病棟を回復期リハビリテーション病棟５０床に転換するため、 

改修工事を行う。 

・引き続き検討が必要な事項  

（ア）医師、看護師、リハビリテーション科セラピスト、ＭＳＷ等関連職種の人員確保を 

進める 

   （イ）上位の施設基準を取得・維持するための関連職種間での持続的検討   

（５）感染症指定医療機関の変更 

第２種感染症指定医療機関の指定を総合医療センターに移す。現在の病床６床は透析ベッドに転換

し、透析患者増を目指す。 
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（６）総合診療科の新設 

     外来、入院において高齢化に伴う疾病の重複化、重症化に対して、単一の診療科では診療が難しい 

場合など、重篤で複雑な疾患に対応し、横断的な診療を行う「総合診療科」を新設する。 

  （７）診療科の見直し 

     ア 産科 

       入院診療は取りやめ、総合医療センターに集約する。なお、妊婦健康診査、産婦健康診査およ 

び産後ケアは継続する。 

     イ 小児科 

       入院診療は取りやめ、総合医療センターに集約する。外来診療については、診療日数を縮小し 

たうえで継続する。 

（８）その他特記事項等  

・病院機能評価（3rdG:Ver.2.0）で認定された成果とその維持。 

・日本人間ドック学会人間ドック健診施設機能評価（Ver.4.0）で認定された成果とその維持。 

次回の機能評価受審に向けた検証 

 

４２ 上河津診療所（平成２２年１月１２日開設、直営） 

（１）診療業務 

外 来  年間患者数   ７，２６５人（一日平均 ３０．４人） 

訪問診療 年間患者数     １６５人（一日平均  ０．７人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 採用時健康診断、企業健診等 

     イ 予防接種 個別接種及び小児予防接種 

（３）その他特記事項 

ア 伊豆今井浜病院との連携を図る。 

イ 在宅医療の充実を図る。 

ウ 医療（主治医）とケアマネージャーとの連携。 

 

４３ シティ・タワー診療所（平成２２年３月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ４,０００人（一日平均 １３．７人） 

     イ 在宅診療 年間患者数 ７,９１３人（一日平均 ２７．１人） 

       ウ  介護保険 居宅療養管理指導   年間利用者数  ２,３３６人（一日平均 ８．０人） 

     エ 他事業所との連携 

       同一フロアにある福祉施設や地域の事業者と連携して在宅患者への充実したケアを目指す。 
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（２）研修に関すること 

     ア 岐阜へき地医療支援センターと連携し、医師等に対する研修の場を提供する。 

     イ 同一フロアにある福祉施設と連携し、都市部における地域医療の研修の場を提供する。 

     ウ 岐阜・滋賀の協会運営施設と連携し、へき地における地域医療と、都市部における地域医療が 

体験できる環境を作る。 

     エ 例年行なっている病院や学校からの医師・医学生等の実習受入を引き続き積極的に行ない、将 

来の人材育成に努める。 

（３）その他特記事項 

     ア 医師8名、薬剤師1名、看護師12名、事務5名の26人体制となり、スタッフはほぼ充実した。 

適切な評価制度システムを取り入れ、人事課題を解決し、持続可能な成長を実現していく。 

医療を通じて「人」と「地域」に感動を創り出す診療方針のもと、現在までに地域から得てき 

た信頼を増幅させ、都市部における在宅医療の更なる充実を目指し、市民への安心提供に力を 

注ぐ。 

     イ 引き続き小児在宅医療にも積極的に取り組む。 

     ウ スタッフのモチベーション向上のためにも福利厚生面にも気を配り、診療所での労働意欲の向 

上や精神面の充実によりスタッフが生き生きと働ける環境づくりに努め、より充実した施設運 

営を図る。 

 

４４ 奈良市立月ヶ瀬診療所（平成２２年４月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

外 来  年間患者数 ４，７０８人（一日平均 １９．７人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

４５ 奈良市立都祁診療所（平成２２年４月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 外 来  年間患者数 １１，４０６人（一日平均 ４３．７人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 
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イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

４６ 明日香村国民健康保険診療所（平成２２年４月１日開設、明日香村から指定管理） 

（１）診療業務 

外 来  年間患者数 １０，１５０人（一日平均 ３５．０人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

４７ 伊豆今井浜病院（平成２４年５月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数   １００床 

年間患者数 ２３，９６７人（一日平均 ６５．７人（退院含む）） 

病床稼働率   ６５．７％ 

イ 外 来  年間患者数 ４９，１５６人（一日平均 ２０３．１人） 

ウ 訪問看護 年間件数    １，５６０件（介護のみ） 

エ 訪問リハ 年間件数   １，８５５件 

オ 看多機  年間件数     １１４件 

カ 保健予防活動 

健康診断   ２，５３０人 

予防接種   １，４５０人 

人間ドック    １７９人 

妊婦保健指導    １５人 

乳がん検診    ６５３人 

被爆者検診      ４人 

（２）へき地医療の支援に関すること 

ア 南伊豆町内１ヶ所の巡回診療を継続する。 

イ へき地医療拠点病院の指定を維持する。 

ウ 一次・二次救急の輪番を継続する。 
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エ いなずさ・上河津・伊豆下田各診療所との連携及び支援体制を継続する。 

オ 近隣の開業医・介護施設・居宅介護事業所との連携及び支援を継続する。 

（３）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設 

協力型臨床研修病院として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ。 

研修医・医学生・看護学生及び地元中学・高校生に、地域における研修・実習の場を提供する。 

     ウ 聖隷浜松病院整形外科専門研修 

       連携施設として協力。 

     エ 浜松医科大学付属病院整形外科専門医研修プログラム 

       連携施設として研修医を受け入れ。 

（４）奨学金の貸与 

看護師・薬剤師確保のため、看護学校等に在学する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（５）病棟等運営計画 

ア 令和６年度は引き続き一般病棟５４床、地域包括ケア病棟４６床で運営。令和６年度において

は、４月は内科医師数に変動はなかったが、９月に 1 名が派遣期間終了により減員となった。

また、整形外科においては、近隣の医療機関が整形外科常勤医獲得により入院、手術の受入れ

を再開したこと等により救急患者の減少及び手術件数が減少となった。また、病棟職員のコロ

ナウイルス感染症の流行も伴い患者数が減少となった。１１月以降も救急患者数等の減少によ

り、入院患者数が回復せず R６年度内の平均患者数一般３０.９人包括２７.２人で着地を見込

む。単価についても整形外科の手術件数が月平均件数２８.０件から２４.５件に減少したこと、

在院日数が一般病棟で１３.５日から１５.５日に延びたこと等により減少となった。R７年度

は、１０月より整形外科常勤医を1名増員し４名体制となることから入院患者の増加を見込み、

入院患者数一般３３.３人包括３２.２人とした。また、現在患者数の少ない内科の診療体制強

化の為、県派遣の内科医師の増員を検討する。 

イ 令和６年度は、内科の発熱患者数の減少したこと、また、整形外科においては、近隣医療機関

の整形外科再開による患者数の減少により、２０２.０人が１９４.３人と減少となった。令和

７年度においては、整形外科医が１０月に1名増員による外来診療の拡大から患者数増加を見

込み２０３.１人（うち訪問看護２.８人）とした。 

ウ 介護収益においては、令和６年度に看多機登録者が入院したこと、また転居により減少となり、

月平均５.８人となった。また、訪問看護は1日件数７.１人、訪問リハは1日件数７.９人とほ

ぼ横ばいの推移となった。令和７年度においては、看多機利用者は令和８年３月までに１２人

増加を見込む。訪問看護、訪問リハについては、令和６年度同様を見込み、訪問看護1日件数

７.５人、訪問リハ1日件数７.７人とした。 

 

 

53



（６）その他特記事項 

地域活動として地域住民を対象に健康教室や感染症対策勉強会等を開催し、知識の提供及び病院の

ＰＲ等を行う。 

 

４８ 関市国民健康保険津保川診療所（平成２３年４月１日開設、関市から指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来      年間患者数 ６,７７６人（一日平均 ２８人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断        年間件数  ４３０人（一日平均 １．７人） 

       イ  予防接種        年間件数  ８００人（一日平均 ３．３人） 

ウ 特定健診        年間件数  ３８０人（一日平均 １．５人） 

（３）介護事業収益 

ア 訪問看護           年間利用者数  ７２人（一日平均 ０．３人） 

イ 居宅療養管理指導   年間利用者数  ７２人（一日平均 ０．３人） 

（４）へき地医療の支援に関係すること 

地域医療の維持・確保を目的に医師確保に努める。 

（５）研修に関すること 

ア 基幹型臨床研修病院より臨床研修協力施設として研修医の受入れを行う。 

イ 中高生の職場体験、医学生のインターンシップの場を提供する。 

ウ 関市の依頼のより、奨学生の研修受入れを行う。 

（６）その他の特記事項 

ア 在宅療養支援診療所として在宅医療の充実を図る。 

イ 地域ケア会議等における地域包括ケアシステムの関係部署との連携強化を図る。 

ウ 地域診療支援として１週間に1回、外来診療時間の延長を行う。 

 

 ４９ 十勝いけだ地域医療センター（平成２３年１０月１日開設、池田町から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 入 院  病床数 ６０床 

            年間患者数 一般病床（１６床） ３，６５０人（一日平均 １０．０人） 

病床利用率 ６２．５％ 

年間患者数 包括ケア病床（４４床） １０，２２０人（一日平均 ２８．０人） 

            病床利用率 ６３．６％ 

イ 外 来  年間患者数 ２９，０４０人（一日平均 １２０．０人） 
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（２）介護老人保健施設業務 

     ア 入所   定員 ２９人 

年間入所者数 ９，６７３人（一日平均 ２６．５人） ベッド利用率９１．４％ 

     イ 短期入所 年間入所者数 ５４７人（一日平均 １．５人） ベッド利用率５．２％ 

ウ 通所リハビリテーション 定員 １５人（月曜日から金曜日実施、年間稼働日数２４２日） 

年間利用者数 １，９３６人（一日平均 ８．０人） 

（３）介護保険 

    ア 訪問リハビリテーション 

   年間利用者数 ３６３人（一日平均 １．５人） 

     イ 訪問看護ステーション 

            年間利用者数 ７，２６０人（一日平均 ３０．０人） 

     ウ 居宅介護支援事業所 

   ケアプラン 年間作成件数 ６００件（一月平均 ５０件） 

  （４）施設機器設備整備 

     ア 医療機器 全自動総合血液学分析装置     （行政対応） 

            ホルター記録器           （行政対応） 

            ME機器管理システム        （行政対応） 

            透析液中エンドトキシン測定装置  （行政対応） 

血液ガス分析装置         （行政対応） 

高周波焼灼電源装置        （行政対応） 

  （５）へき地医療の支援に関すること 

へき地診療所等との連携強化 

  （６）地域包括ケアの取り組み 

     在宅療養支援病院として、多職種連携により地域包括ケアに取り組む。 

（７）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

看護、リハビリ、栄養、事務等の学生に実習の場を提供する。 

（８）奨学金の貸与  

医療従事者確保の為の奨学金の貸与を行う。（看護師・薬剤師等） 
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５０ 女川町地域医療センター（平成２３年１０月１日開設、女川町から指定管理） 

（１）診療業務（外来稼働日数２６４日） 

     ア 入院     病床数       １５床 

              年間患者数  ４，０１５人 （一日平均１１.０人） 

              病床稼働率    ７３.３％ 

     イ 外来     年間患者数 ２４，９６９人 （一日平均９４.９人） 

     ウ 往診     年間患者数    １０８人  （月平均９.０人） 

     エ 訪問診療   年間患者数    ２０４人  （月平均１７.０人） 

     オ 離島巡回診療 年間患者数     ８４人  （月平均７.０人） 

カ 健康診断   年間利用者数 ４，６９０人 （一日平均１７.８人） 

     キ 訪問看護   年間利用者数   ７１７人 （一日平均 ３.０人） 

     ク 訪問リハビリ 年間利用者数 ２，３９０人 （一日平均１０.０人） 

（２）老人保健施設業務 

     ア 入所     定員        ８０人 

              年間入所者数２８，１０６人（一日平均 ７７.０人） 

              ベッド利用率   ９６.３％ 

     イ 通所リハビリ 定員        ４０人 

              年間通所者数 ５，９７５人（一日平均 ２５.０人） 

              稼働率      ６２.５％ 

     ウ 主治医意見書作成 年間作成件数 ２５０件 

（３）居宅介護支援業務 

     ア ケアプラン 年間作成件数 ７８０件（一月平均６５件） 

     イ 認定調査  年間調査件数  １０件 

（４）病児・病後児保育事業 年間利用者数 １８０人（一月平均１５人） 

（５）施設機器設備整備 

   ア 医療機器・更新（行政対応） 

     X線骨密度測定装置、一般X線撮影装置、臨床検査システムFORZ 

   イ 設備（行政対応） 

     自動ドア装置、地下ピット内給湯配管 

   ウ 装置（行政対応） 

     通所リハビリ浴槽機械室 水処理装置 

（５）研修に関すること 

     ア 臨床研修協力施設として研修医の受け入れ（ジュニア及びシニアレジデントの育成） 

     イ 医学生、看護学生、医療技術職学生等の研修及び実習の受け入れ 
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（６）その他特記事項 

ア 女川町離島への巡回診療 

     イ 地域との連携による住民福祉の向上 

     ウ 定年延長を見据えた人員配置を含めた事業計画 

エ 町内事業所への産業保健、保健予防への取り組み 

 

５１ 三重県立志摩病院（平成２４年４月１日開設、三重県から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  ３３６床（うち休止病床数 ６０床） 

            年間患者数 ６５，８４６人（一日平均 １７９．９人） 

            病床利用率 ５３．５％ 

 イ 外 来  年間患者数 ５７，７１７人（一日平均 ２３８．５人） 

（２）へき地医療の支援に関すること 

ア へき地医療拠点病院運営等  

（ア）へき地診療所等との連携・支援 

（イ）医師の派遣 

（ウ）志摩市間崎島巡回診療 

イ 三重県へき地医療支援機構の委託業務 

  代診派遣調整 

  （３）研修に関すること 

ア 基幹型臨床研修病院 

ジュニアレジデント（１年次）３名  

       ジュニアレジデント（２年次）３名 

イ 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医の受け入れ 

     ウ 専門研修連携施設 

       専門研修連携施設としてシニアレジデントの受け入れ 

エ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に対し地域における研修の場を提供 

看護、リハビリ、栄養、事務等の学生に実習の場を提供 

     オ 職場体験、救急救命士等の地域における研修の場を提供 

（ア）中学生・高校生の職場体験 

（イ）救急救命士病院研修 

（４）奨学金の貸与 

     看護師確保のため、看護学校入学希望者又は在学生に対し奨学金を貸与する。 

     薬剤師確保のため、薬学部入学希望者又は在学生に対し奨学金を貸与する。 
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（５）その他特記事項等 

ア 内科系救急受入れ２４時間３６５日の継続 

イ 地域医療の質の向上に向けた住民学習会、専門職対象研修会等の開催 

ウ 医師確保対策として三重大学からの医師派遣に向けた訪問活動の継続 

エ 看護師確保対策として院内保育所の受入、児童数の拡大、夜間保育の実施 

オ 入退院等に係るサービスを一元的に提供でき、かつ地域との連携強化の為、令和7年1月より 

新たに「患者支援センター」を設置 

カ 令和７年１月 医療DX推進体制整備（マイナ保険証提示後の医療情報活用） 

キ 令和７年４月 電子処方箋発行に係る体制整備 

 

５２ 与那国診療所（平成２３年１０月１日開設、与那国町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数   ４，８００人（一日平均１９．５人） 

       イ 健康診断 年間患者数       ２０人 

     ウ 予防接種 年間患者数     ７３０人 

（２）施設機器設備整備  

     ア 医療機器  電子カルテ更新、臨床化学分析装置（ドライケム）、CT 

全自動高圧蒸気滅菌機（オートクレーブ）、オージオメーター（耳鼻科検査機器） 

     イ 施設設備  職員住宅の整備 

（３）研修に関すること 

   臨床研修協力施設として、研修医に地域医療研修を提供する。 

（４）診療所新築移転に関すること 

     新診療所建設計画 

      施設の老朽化が進んでいることから、与那国町庁舎の移転計画に合わせて、 

      診療所の新築移転について町と協議を進める。 

（５）その他特記事項 

     ア 専門外来の継続 

     イ 役場と連携し二次検診事業の継続 

     ウ 保育所、学校保健への協力 

     エ 地域保健活動への協力（予防接種等） 

     オ 訪問診療や訪問看護（みなし介護保険事業所）など在宅医療の充実 
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５３ 練馬光が丘病院（平成２４年４月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 入  院  病床数 ４５７床 

             年間患者数  １４７，８９８人（一日平均 ４０５．２人） 

             病床稼働率   ８８．７％ 

     イ 外  来  年間患者数  ２３２，１４０人（一日平均 ７９５．０人） 

     ウ 健康診断  年間利用者数     ７６８人 

     エ 予防接種  年間利用者数   １，２００人 

（２）施設機器設備整備 

     ア 医療機器 

（ア）NEXUS（内視鏡システム更新）内視鏡 

（イ）神経機能検査装置 脳神経外科 

（ウ）超音波画像診断装置 整形外科 

（エ）内視鏡下下垂体手術器機セット 内視鏡 

（オ）電子カルテラベル出力 検査室 

（カ）手術支援装置 ユニアーム 脳神経外科 

（キ）HOPKINSⅡ テレスコープ 脳神経外科 

     イ 事務機器 

 パーソナルコンピュータ 

（３）へき地医療の支援に関すること 

     ア へき地等への医師派遣・代診を行う。 

     イ へき地等への看護師、薬剤師、放射線技師、臨床検査技師等の派遣を行う。 

（４）研修に関すること 

     ア 基幹型・協力型臨床研修指定病院 

       初期研修医 １６名 

     イ 専攻医研修プログラム 

       専攻医  １５名 

       （内訳：総合診療科救急部門４名、内科７名、循環器内科２名、外科２名） 

     ウ その他 

看護学生、薬学生、臨床工学技士等、医療専門職の学生実習を受け入れる。 

（５）奨学金の貸与 

     看護師確保のため、看護学校入学予定者及び看護学生の奨学生を募り、奨学金を支給する。 

（６）その他特記事項 

ア 看護師等医療スタッフの安定確保（離職防止）と適正な人員配置 

イ 地域医療連携の強化とＰＦＭの推進 

ウ がんに対する医療の充実、放射線治療の活用 
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エ 回復期リハビリテーション病棟の充実 

オ 保守料、業務委託契約の見直しと省エネ対策 

カ ＤＰＣ病院としての診療の効率化 

キ 治験業務の推進 

 

５４ 越前町国民健康保険織田病院（平成２４年４月１日開設、越前町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院  病床数  ５５ 床 

            年間患者数 １７，７０２人（一日平均 ４８．５人） 

            病床稼働率 ８８．２％ 

     イ 外 来  年間患者数 ５２，９２０人（一日平均 １８０．０人） 

       ウ  介護保険 

         （ア）訪問看護           年間利用者数  ８，６４３人（一日平均 ２９．４人） 

（イ）居宅療養管理指導   年間利用者数  １，０８０人 

（ウ）看護小規模多機能  登録者数１１人 

（２）在宅介護支援センター・居宅介護支援業務 

   ケアプラン  年間作成件数 １，０２０件（月平均８５件） 

（３）病児病後児補域業務 

ア 病児保育  年間利用者数 １５０人 

イ 病後児保育 年間利用者数   ５０人 

（４）サービス付き高齢者向け住宅 入居者２０人 

（５）施設機器設備整備  

     ア 医療機器   手術廃液吸引装置         （行政対応） 

              ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵｰﾌﾞﾝ         （行政対応） 

十二指腸ﾋﾞﾃﾞｵｽｺｰﾌﾟ       （行政対応） 

                  調剤支援ｼｽﾃﾑ                  （行政対応） 

（６）へき地医療の支援に関すること 

ア  へき地診療所等との連携・支援 

イ  医師の派遣及び医療技術員の支援 

（７）研修に関すること 

   ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設） 

       福井大学附属病院、福井県立病院、福井赤十字病院より研修医を受け入れる。 

     イ 研修医・研修生の受け入れ 

医師・医学生等に地域における研修の場を提供する。 
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（８）奨学金の貸与 

看護師確保のため、大学、短期大学及び専門学校にて就学を希望する者に対して奨学金の貸与を行 

う。 

（８）その他特記事項等 

ア 放課後等デイサービス事業の健全な経営を図る 

 放課後等デイサービスの利用者増 

      イ 在宅医療の充実を図る 

訪問リハビリテーションの充実 

        看護小規模多機能の登録者増 

      ウ 電子カルテシステムの安定運用とデータの有効活用 

エ サービス付き高齢者向け住宅事業の健全な経営を図る 

 

５５ 公立久米島病院（平成２４年４月１日沖縄離島医療組合から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院      病床数 ４０床 

                年間患者数 １０，０４５人（一日平均 ２７．５人） 

                病床稼働率 ６８．８％ 

イ 外 来      年間患者数 ４５，０５５人（一日平均 １８３．９人） 

       ウ  介護保険 

          訪問看護          年間利用者数  １，４４６人（一日平均 ５．９人） 

（２）施設機器設備整備計画（行政対応） 

     ア 医療機器 

超音波画像診断装置Ａｐｌｉｏ ａＶｅｒｉｆｌ 

産婦人科検診台他婦人科検診ユニット 

上部消化器管内視鏡システム 

ダイオキシン対応焼却炉 

（３）へき地医療の支援に関すること 

沖縄県内離島診療所への看護師支援を行う。 

（４）研修に関すること 

ア 研修医、研修生、実習生の積極的な受け入れ。 

イ 医師、医学生、看護学生、コメディカル等に、地域における研修の場を提供する。 

ウ 沖縄県立看護大学大学院の島嶼看護講座開設で、病院のビデオ会議システムを使用し、 

働きながら大学院で勉強できる環境の充実を図る。 

（５）奨学金の貸与 

久米島町、久米島高等学校と連携をとり、町の奨学金制度、さいたま看護学校の推薦入試（地域枠 

の利用）を積極的に薦める。 
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（６）その他特記事項 

ア 安定的な運営を図るため病院職員の確保を図るとともに久米島町に定着する医療スタッフの 

確保に努める。 

イ リハビリ事業の充実。 

ウ 久米島町及び、離島医療組合等の行政機関との連携を強化する。 

エ 沖縄地域医療支援センターとの業務連携強化。 

オ 久米島町と協同して、島民の「健康プロジェクト」を推進する。また、子供健診や予防接種等、 

町からの委託事業を積極的に受け入れる。 

カ 小学校・中学校・高等学校生の職場体験への参加を推進し、将来の久米島での医療従事者の育成 

につなげる。 

キ 令和４年４月より指定管理が更新される。（５年間） 

 

５６ 嬬恋村国民健康保険診療所（平成２４年４月１日開設、嬬恋村から指定管理） 

（１）診療所業務  

ア 外来   年間患者数  ９，０４０人 （ 1日平均 ３６．０人） 

イ 健康診断 年間利用者   ３００人 

（２）研修医・研修生の受け入れ 

医師・医学生・看護学生に、地域における研修の場を提供する。 

（３）施設機器設備整備 

医療機器 令和7年の医療体制の充実を図る中で必要な機器の購入 

（４）その他特記事項 

ア 嬬恋村における保健、福祉、医療施設との連携、支援 

イ 嬬恋村の医療・保健・福祉等を取り巻く現状を把握し、課題を抽出共有し、将来、嬬恋村にお 

いて診療所の果たすべき役割や機能について検討する、「嬬恋村国民健康保険診療所あり方検 

討委員会」への参画 

 

５７ 伊豆下田診療所（平成２４年５月１日開設 直営） 

（１）診療業務   

外 来  年間患者数 ６，５３５人（一日平均 ２５．７人） 

訪問診療 年間患者数   １１１人（一日平均  ０．５人） 

（２）その他特記事項等 

ア 伊豆今井浜病院との連携 

     イ 近隣の介護施設との連携、支援 

ウ 訪問診療を増やし、可能な限り在宅医療を行う 

 

 

62



５８ 真鶴町国民健康保険診療所（平成２５年８月１日開設、真鶴町から指定管理） 

（１）診療業務 

  ア 外 来           年間患者数 １３，１８５人（一日平均４５．０人） 

イ 介護保険 

       居宅療養管理指導      年間利用者数   ４９８人（一日平均 １．７人） 

       看護小規模多機能型居宅介護 年間利用者数 ４，４９０人（一日平均１２．３人） 

       訪問看護ステーション    年間利用者数 ２，８６７人（一日平均 １１．８人） 

（２）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修病院（臨床研修協力施設）として研修医を受け入れる。 

イ 研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（３）その他特記事項 

     ア 在宅医療・看多機におけるターミナルケアの充実 

イ 住民健康診断等の保健事業の充実 

  ウ 近隣医療機関、介護施設との連携強化、地域包括ケアネットワークの構築 

（ア）神奈川県西部地区のケアマネ連絡会やリハビリ連絡会との連携強化 

（イ）在宅医療の受け入れ先として、近隣二次医療機関の連携室との連携構築 

     エ 地域への情報発信 

       地域の介護者、高齢者に対して健康や、地域医療についての情報発信を行う。 

     オ 看護師・看護小規模多機能型居宅介護関連職種の人材確保を進める。 

 

５９ 今泉記念館ゆきあかり診療所（平成２５年１０月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 外  来 年間延患者数 ９，５９０人（一日平均 ３５．０人） ２７４日 

     イ 健康診断 年間利用者数   ７４人 

     ウ 予防接種 年間利用者数  ３，０００人 

     エ 訪問診療 年間利用者延数   ３４５件 

（２）へき地医療の支援に関すること 

湯沢町保健医療センターとの医師連携 

（３）研修に関すること 

ア 湯沢町保健医療センターで受け入れている研修医、医学生、看護学生に、診療所を研修・ 

実習の場として提供。 

イ 本部地域医療研究所の依頼により、医学生の実習受け入れを行っている。 
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（４）その他特記事項等 

ア 在宅療養支援診療所として在宅医療の充実・強化 

イ 保健予防活動の強化（健康診断・各種予防接種等） 

ウ 地域住民・学校への啓発活動を通した地域保健活動（講和会・グループワーク等の参加） 

     エ 南魚沼郡市介護認定審査会・介護保険事業計画検討委員会への参加 

     オ 南魚沼市乳幼児健診、就学時健診への協力 

     カ 学校医・保育園嘱託医契約 

キ 地域企業への出張インフルエンザ予防接種 

ク 近隣医療機関、訪問看護ステーションとの連携 

ケ 特別養護老人ホームとの嘱託医契約 

 

６０ 六ヶ所村医療センター（六ヶ所村地域家庭医療センター及び六ヶ所村介護老人保健施設ニッコウキス

ゲ）（平成２６年４月１日開設、六ヶ所村から指定管理） 

（１）診療業務（外来稼働日数 ２４２日） 

  ア 入 院    病床数     １９床 

              年間患者数   ４，６７２人（一日平均 １２．８人） 

              病床稼働率   ６７．３％ 

     イ 外 来    年間患者数   ２８，３１４人（一日平均 １１７人） 

     ウ 訪問診療   年間件数    １４４件（月平均 １２．０件） 

     エ 健康診断   年間利用者数  ２，９０４人（一日平均  １２．０人） 

     オ 意見書作成  年間作成件数  ２６４件（月平均 ２２件） 

     カ 訪問看護   年間利用者数  １，２００人（月平均 １００人） 

（２）歯科診療業務（稼働日数 ２４２日） 

       外 来    年間患者数   ３，０２５人（一日平均 １２．５人） 

（３）介護老人保健施設業務 

       定 員  ２９人（短期入所５人を含む。） 

     ア 入 所    年間入所者数  ９，６７２．５人（一日平均 ２６．５人） 

     イ 短 期    年間入所者数  ５４７．５人（一日平均 １．５人） 

              ベッド利用率  ９６．６％（一般入所・短期入所合算） 

     ウ 通所リハビリテーション（定員２５人） 

              年間利用者数  ４，４１６．５人（一日平均 １８．３人） 

              稼働率     ７３．０％ 

（４）施設機器設備整備 

     ア 医療機器  デジタル眼底カメラ他（更新）（行政対応） 

     イ システム  医療情報システム電子カルテ他（更新）（行政対応） 

     ウ 事務機器  複合機他（更新）（行政対応） 
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（５）研修に関すること 

ア 臨床研修協力施設として協会内、協会外の研修医受け入れ 

イ 医学生、看護学生、医療技術職学生、中高校生等の研修及び実習の受け入れ 

（６）その他特記事項 

ア 特定健診の取り組みを行う 

イ 低線量肺がんCT検診の実施 

ウ 眼科診療外来（診療月１回以上）及び白内障、緑内障等手術の継続 

エ 発熱外来の継続 

オ 在宅医療の充実 / 在宅利用者に対する訪問看護（医療、介護）・リハビリ・栄養指導等の充実

を図る 

カ 検診・学校医等の協力 / 地域保健活動に関する協力を継続する 

キ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る 

ク 東通地域医療センターとの連携及び支援を行う 

ケ 病後児保育（六ヶ所村事業）への看護職員派遣 

 

６１ 戸田診療所（平成２６年４月１日開設、沼津市から指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来  年間患者数  １５，９１４人（一日平均 ５４．５人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断・がん検診  年間利用者数   １，０９１人 

    イ 予防接種       年間利用者数   ３，１１５人 

     ウ 特定健診       年間利用者数     ３５７人 

（３）その他特記事項 

ア 巡回診療の充実（月２回） 

イ 近隣医療機関との連携 

ウ 近隣施設と嘱託医契約を締結 

 

６２ 西浅井地区診療所（平成２７年４月１日開設、長浜市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数  １４，０００人（一日平均 ４９人） 

     イ 介護保険 

      （ア）訪問看護     年間利用者数  ３２０人（一日平均 ２．０人） 

      （イ）居宅療養管理指導 年間利用者数  ８２０人（一日平均 ３．０人） 

      （ウ）訪問リハビリ   年間利用者数  ６５０人（一日平均 ２．７人） 
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（２）へき地医療の支援に関すること 

     へき地診療所出張診療所（２ケ所） 

     塩津出張診療所（週２回） 菅浦出張診療所（月２回） 

（３）研修に関すること 

     研修生受け入れ 

     ア 医学生、初期臨床研修医等に、地域における研修の場を提供 

     イ 地域医療研修 

（４）その他特記事項 

ア 在宅医療の充実を図る 

       在宅利用者に対する診療、訪問看護・訪問リハビリの充実 

イ 健康教室の実施 

     ウ 中学生の職場体験受け入れ 

     エ 診療所通信の発行  年１２回 

     オ 他職種連携研修会を定期的に実施 

     カ 乳幼児健診及び学校医として保健指導の実施 

     キ 地域の行事（マラソン大会等）での医療救護支援 

ク 地域医療総合診療プログラムの実施 

 

６３ 揖斐川町谷汲中央診療所（平成２７年４月１日開設、揖斐川町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ５，３２４人（1日平均 ２２．０人） 

イ 介護保険 

訪問看護      年間利用者数  年間延べ２４人（１月２人） 

居宅療養管理指導   年間利用者数  ７９８人（1日平均 ３．３人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数 １２８件  

     イ 予防接種 年間接種者数 ４４７件  

     ウ その他  近隣小中学校、事業所の健康管理等の委託 

（３）へき地医療の支援に関すること 

ア 揖斐郡の北西部４地域における保健・福祉・医療の連携・支援及び周辺地域の代診の要望に対

応する。 

イ 町と連携し、谷汲地区における保健・福祉・医療施策等の支援・調整を行う。 

（４）研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（５）保健指導 

町と連携し住民の保健指導を行う。 
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（６）その他特記事項等 

     ア 機能強化在宅支援診療所として、２４時間体制にて診療を行う 

イ 訪問診療・在宅医療・ターミナルケア等（認知症高齢者グループホーム等を含む。）の充実を図

る 

ウ 障害者施設の緊急時における対応 

     エ 引き続き近隣協会施設である春日診療所、久瀬診療所、いびがわ診療所と連携を図り効率的な

地域医療に邁進するため揖斐川町と山間部の診療所の在り方について協議中である 

オ 地域住民とのサロン（交流会）への参加 

カ 管理者がいびがわ診療所での内視鏡検査を実施 

 

６４ 米原市地域包括医療福祉センター（平成２７年１０月１日開設、米原市から指定管理） 

（１）診療業務 

ア 外 来        年間患者数 ２２，７０４人（１日平均  ８６．０人） 

イ 往診・訪問診療    年間患者数  ５，２８０人（１日平均  ２０．０人） 

ウ 居宅療養管理指導   年間利用者数 １，３２０人（１日平均 ５．０人） 

エ 訪問リハビリ     年間利用者数 ２，２９９人（１日平均  ９．５人） 

オ 通所リハビリ     年間利用者数 ２，１７８人（１日平均 １１．０人） 

（２）児童のための社会福祉事業 

     ア 児童発達支援センター業務 

（ア）児童発達支援業務  定員２０名  

年間利用者数 ２，９０４人（１日平均１２人） 

      （イ）放課後等デイサービス 定員２０名 

年間利用者数 ５，８０８人（１日平均２２人） 

      （ウ）保育所等訪問事業   ６００件 

      （エ）障害児相談支援事業  プラン作成対象者 １２０人 

     イ 病児・病後児保育業務  定員６名 

年間利用者数  ２９１人（１日平均１．２人） 

（３）地域包括支援センター業務 

   米原近江地域包括支援センターと山東伊吹地域包括支援センターの運営を行う。 

     ア 各種相談      相談件数  １，６００件／年 

     イ ケアプラン     作成件数  ３，５００件／年 

     ウ 権利擁護事業    年間 ４０ケース 

   エ 地域ケア個別会議等 

（４）研修に関すること 

     ア 臨床研修協力施設として研修医を受け入れる。 

     イ 医師、医学生・看護学生・医療技術職学生等に地域研修の場を提供する。 
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（５）その他特記事項 

     ア 在宅支援の充実 

（ア）在宅利用者に対する診療、訪問リハビリの充実を図る。 

（イ）在宅療養支援診療所として在宅支援を行う。 

イ 他職種連携研修会を定期的に実施する。 

     ウ 乳幼児健診及び学校医、幼稚園医、保育園医として保健指導を行う。 

 

６５ 介護老人保健施設市川ゆうゆう（平成２８年４月１日開設 市川市から経営委譲） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所 定員 １５０人（短期入所含む。）   

年間入所者数  ５０，００５人（一日平均 １３７.０人）ベッド利用率９１.３％ 

  イ 通所リハビリ 定員２０人 

年間利用者数   ３，６００人（一日平均 １８.０人）稼動率７５％ 

（２）研修に関すること 

  ア 介護福祉士学生、看護学生、リハビリ学生、特別支援学校生徒等に対し地域における研修の場

を継続して提供する 

  イ 職員の外部研修及び学会への積極的参加 

  ウ 介護無資格者に対する研修、教育体制の構築 

（３）その他特記事項等 

     ア 在宅復帰・在宅療養支援の強化 

     イ リスク・感染対策の強化 

     ウ リハビリテーション機能の充実 

   エ チーム意識の醸成 

     オ 講演会開催、施設内行事などをつうじた地域への情報発信・地域連携の推進 

     カ 介護報酬上位加算の維持 

     キ 外国人、障碍者、高齢者など多様な雇用の促進 

     ク 介護職の高校生を含む積極的な新卒者採用の継続 

     ケ 各種マニュアルの整備・見直し 

     コ 業務の統一化・効率化の推進 

     サ 地域とのかかわりの更なる強化 

     シ 通所型短期集中予防サービス事業の実施 

     ス 喀痰吸引等実地研修機関登録及び事業開始 
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６６ 鳥羽市立長岡診療所 （平成２８年４月１日開設 鳥羽市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ３，６０６人（一日平均 １４．９人） 

     イ 介護保険 

       （ア）訪問看護             年間利用者数  １２１人（一日平均 ０．５人） 

（イ）訪問リハビリテーション 年間利用者数  ３６３人（一日平均 １．５人） 

（２）研修に関すること 

ア 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生に地域における研修の場を提供する。 

イ 実地見学・研修の場の提供 

地域の希望施設からの実地見学・研修の場を提供する。 

（３）へき地医療の支援に関すること 

へき地等への医師派遣・代診を行う。 

（４）その他特記事項等 

ア 近隣無医地区への診療支援開始 

イ 学校保健、近隣介護施設等への協力 

ウ 三重県立志摩病院との連携強化 

エ 伊勢志摩地域医療支援センターとの事務業務連携 

 

６７ 竹富町立黒島診療所 （平成２８年４月１日開設 竹富町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 １，６４６人（一日平均 ６.８人） 

     イ 予防接種 年間患者数 １６９人 

（２）施設機器設備整備 

     自動血球計数装置、無散瞳眼底カメラ（へき地診療所等施設整備補助事業） 

（３）研修に関すること 

研修医・研修生受け入れ 

     沖縄地域医療支援センターと連携し、医師・医学生等に、地域における研修の場を提供 

（４）その他特記事項等 

ア 在宅医療の充実 

イ 地域住民への啓発活動を通した地域保健活動 

ウ 地域保健活動への協力（健康診断・予防接種等） 

エ 竹富町役場と連携し二次健診事業への協力 

オ 保育所、学校保健への協力 

カ 専門医派遣巡回診療支援事業の充実 

キ 沖縄本島、石垣島内の医療機関・介護施設等との連携強化 
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ク 沖縄地域医療支援センターとの事務業務連携 

 

６８ 奈良市立興東診療所（平成２８年６月１日開設、奈良市から指定管理） 

（１）診療業務 

      外 来 年間患者数 ４４２人（一日平均 ４．８人） 

（２）へき地医療の支援に関すること 

へき地等への医師派遣・代診を行う。 

（３）研修に関すること 

ア 協力型臨床研修施設 

協力型臨床研修施設として研修医を受け入れる。 

イ 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（４）その他特記事項 

在宅医療の充実を図る。 

 

６９ 日光市立小来川診療所（平成２９年４月１日開設 日光市から指定管理） 

（１）診療業務 

     外 来  年間患者数 ５９８人（一日平均 ６.５人） 

（２）施設機器設備整備  

     医療機器  レントゲン、心電図、超音波診断装置     （行政対応） 

（３）日光市民病院との連携 

     ア 職員（看護師等）相互派遣 

     イ 医療の連携 

（４）その他特記事項 

     令和７年4月より指定管理更新予定（3年間） 

 

７０ 恵那市国民健康保険山岡診療所（平成２９年４月１日開設 恵那市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ６，７７６人（一日平均 ２８．０人 診療日数 ２４２日） 

       イ  在宅医療 市立恵那病院をはじめとする関係諸機関と連携の上、往診・訪問診療等の在宅医療 

の強化を図る。 

       ウ  公衆衛生 各種予防接種及び健診事業を推進する。 

      （ア）特定健診等 年間受信者   ４５０件 

      （イ）予防接種  年間接種者   １５００件 

      （ウ）その他   近隣幼稚園、小中学校、事業所の健康管理医、産業医の受託 
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（２）施設機器設備整備 

電子カルテシステム（行政対応） 

（３）研修に関すること 

     ア 研修医の受け入れ 

       市立恵那病院、東農厚生病院、保健所等の研修医の地域医療の研修の場として積極的に受け入 

れる。 

（４）その他特記事項等 

     ア 医療連携会議等で地域包括ケアシステムの関係部署との連携を強化し、地域医療に貢献すると 

ともに外来患者の増加を図る。 

（山岡町だけではなく、近隣の町にも訪問診療を拡大していく） 

イ 地域医療支援として実施している週１回外来診療時間の延長を継続する。 

ウ 医療ＤＸの活用など医療の多様性に対応していく。 

現在行っている公民館のオンライン診療を拡大していく。 

エ 人口減少に伴い患者数の減少が予想されるが、生活習慣病指導管理料、外来栄養指導料などの 

指導強化など医療の質の向上及び行政との連携を図る。 

オ 訪問診療・訪問看護等のさらなる充実を図る。在宅療養支援診療所の取得を検討していく。 

カ 健康診断の受診率向上（随時検査の導入など）に取り組む。 

     キ 恵那市の地域医療ビジョン策定委員会の施策に協力していく。 

     ク 地域の学校等で医療従事者による講習などの保健予防活動を実施していく。 

     ケ 外来予約制度を導入して時間の効率化を図る。効率化した時間で訪問診療の拡大、協会内施設 

への看護師支援を行っていく。 

     コ 市内国保診療所でも電子カルテ導入を検討しており、当診療所の電子カルテ更新のタイミング 

が重なったことから行政と協働して導入を計画していく。 

 

７１ 恵那市介護老人保健施設ひまわり（平成３０年４月１日開設 恵那市から指定管理） 

（１）老人保健施設業務 

     ア 入所  定員 ９９人（入所・短期入所合計） 

年間入所者数  ３１，０２５人（一日平均 ８５．０人） ベッド利用率８５．９％ 

     イ 通所リハビリ 定員１５人 

年間入所者数  ３，１９４．４人（一日平均 １３．２人） 稼動率８８．０％ 

（２）施設機器設備整備  

     ア 医療機器  ベッド等更新（行政対応） 

リハビリ機器更新（行政対応） 

イ その他設備 電話交換機更新（行政対応） 
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（３）研修に関すること 

ア 研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する 

（４）その他特記事項等 

ア 高校生インターンシップ・福祉体験等の受け入れ継続 

イ 令和7年度にWi-Fi環境整備及びインカム導入予定 

 

７２ 介護老人保健施設富谷の郷（平成３０年６月１日開設 直営） 

（１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所   定員 １００人 （入所・短期入所合計） 

年間入所者数 ３４，６７５人（一日平均 ９５．０人） ベッド利用率９５％ 

     イ 通所リハビリ 定員２５人   

年間入所者数 ３，１４６人（一日平均 １３．０人） 稼動率５２％ 

（２）その他の特記事項 

     ア 幅広い利用者の受け入れ、安定したベッド稼働、在宅生活が続けられる支援。 

     イ 身体機能の強化と共に活動と参加を念頭に生活能力向上を図り、環境整備等にも注力した 

       リハビリテーションを確立する。また、利用者一人ひとりに対応した目標管理を行う。 

     ウ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る。 

     エ 地域イベントへの参加などによる地域に開かれた施設作り。 

     オ 積極的なボランティア、実習生及び体験実習の受け入れ。 

     カ 近隣市町村の医療機関や施設、居宅介護支援事業所との連携強化。 

     キ 地域コミュニテケーションの場として施設の積極活用。 

 

７３ あま市民病院（平成３１年４月１日開設 あま市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入院    医療法病床    １８０床 

          医科 年間患者数 ５７，３０５．０人（一日平均 １５７．０人） 

歯科 年間患者数  １，０９５．０人（一日平均   ３．０人） 

             病床稼働率   ８７．２％ 

     イ 外来 医科 年間患者数 ５８，８３０人（一日平均 ２４３．１人） 

          歯科 年間患者数  ４，８４０人（一日平均  ２０．０人） 

ウ  介護保険 

訪問看護  年間利用者数    ８４７人（一日平均 ３．５人） 

     エ 健診    年間利用者数 １，２９６人（一日平均 ５．４人） 
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  （２）研修に関すること 

     日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院、名古屋市立大学病院、済生会宇都宮病院からの 

     研修医受け入れを行う。 

（３）奨学金の貸与 

看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う。 

（４）その他特記事項 

     ア 医科歯科連携として、歯科医師会との診療連携を深める。 

     イ 薬薬連携として、薬剤師会・調剤薬局との勉強会を開催。 

     ウ 自治体等関係機関との共同企画に参加。 

     エ ヘルスプロモーションの取り組みとして、市民・関係機関との研修会を企画。 

     オ 救急医療の取り組みとして、消防隊との調整会議開催。 

     カ 災害医療対策として、広域防災への訓練参加、BCP・防水対策への取り組み。 

   キ 訪問診療、訪問看護、訪問リハ、マンモグラフィ、エコー検査の件数増加を目指す。 

   ク 協会けんぽ受託施設として、協会けんぽ加入者の健診件数増加を目指す。 

   ケ 地域包括ケア病棟 1、回復期リハビリ病棟1 の維持、病棟薬剤業務実施加算の維持、入院一般

基本料2を維持する。 

     コ DPC算定病院として、適正な病床管理を継続する。 

     サ 皮膚科常勤医師採用に伴う皮膚科標榜および眼科常勤医師採用に伴う診療業務拡大に努める。 

     シ 循環器内科オンコール体制を確立することにより、救急患者受け入れ増加に努める。 

 

７４ 古里診療所（令和元年９月１日開設 奥多摩町から指定管理） 

（１）診療業務 

      外 来  年間患者数 ６，３１８人（一日平均 ２７．０人） 

    （２）施設機器設備整備  

     ア 医療機器 

       カイネタイザー  （行政対応） 

（３）その他特記事項等 

ア 保健予防事業として特定健診・予防接種等を行う 

イ 外来栄養指導を行う 
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７５ 君津市国保小櫃診療所（令和２年４月１日開設 君津市から指定管理） 

（１）診療業務 

      外 来  年間患者数  ４，１６５人（一日平均 １７．０人） 

     訪問診療 年間件数   ３４３件 

（２）その他特記事項 

ア 保健予防事業として特定健診・高齢者健康診査・予防接種等を行う 

     イ 訪問診療の充実を図る 

ウ 外来栄養指導を行う 

 

７６ おきたまフラワークリニック（令和２年７月１日開設、直営） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ８，２６０人（一日平均 ２９.５人） 

            稼働日数     ２８０日 

     イ 訪問診療 年間件数     ２７件（月平均 ２．２件） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数   ３０件  

     イ 予防接種 年間接種者数   ６００件  

     ウ その他  近隣小学校の健康管理等の委託 

（３）研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する 

（４）その他特記事項等 

ア 近隣医療機関等との連携強化 

イ 在宅医療の充実を図る 

 

７７ 竹富町立竹富診療所（令和３年４月１日開設 竹富町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 ２，１８０人（一日平均 ９.２人） 

     イ 予防接種 年間患者数 １８１人 

（２）施設機器設備整備 

     ア 施設整備 薬用冷蔵ショーケース（へき地診療所等施設整備補助事業） 

（３）研修に関すること 

ア 研修医・研修生受け入れ 

  沖縄地域医療支援センターと連携し、医師・医学生等に地域における研修の場を提供 
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（４）その他特記事項等 

ア 在宅医療の充実 

イ 地域住民への啓発活動を通した地域保健活動 

ウ 地域保健活動への協力（健康診断・予防接種等） 

エ 竹富町役場と連携し二次健診事業への協力 

オ 保育所、学校保健への協力 

カ 沖縄本島、石垣島内の医療機関・介護施設等との連携強化 

キ 沖縄地域医療支援センターとの事務業務連携 

 

７８ とくぢ地域医療センター（令和３年５月１日開設 直営 令和４年１１月山口市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間患者数 １２，２００人（一日平均 ４１．７人） 

            稼働日数     ２９２日 

     イ 介護保険 

       （ア）訪問看護    年間利用者数 ８０人 （週平均 １．５人） 

       （イ）訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 年間利用者数 ８０人 （週平均 １．５人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断・特定健診 年間受診者数    ３２０件  

     イ 予防接種            年間接種者数  １，３２０件  

     ウ 近隣施設の健康管理等の受託 

（３）その他特記事項等 

ア  山口市徳地診療所、山口市串診療所の指定管理 

第１期：令和４年１１月から令和7年３月末まで 

第２期：令和７年４月から３年間の更新を予定 

イ 巡回診療車を使用した無医地区への巡回診療（令和７年度から指定管理事業） 

医療MaaSの効果的な運用（月２回、第２・第４水曜日） 

   ウ プライマリケアの充実 

エ 徳地地域におけるへき地診療所及びかかりつけ医の役割の遂行 

オ 在宅サービス（訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ）の充実強化 

カ 地域に密着した連携及び支援 

 交通弱者に対する通院便宜を図るための送りサービスの取組 

   キ 医療、看護、メディカルスタッフ研修の積極的な受入れ 

     ク 電子処方箋に係る運用を試行 
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７９ 豊頃町立豊頃医院（令和３年１１月１日開院、豊頃町から指定管理） 

 （１）診療業務 

  ア 外 来   

豊頃医院  年間患者数  ４，１１４人（一日平均 １７．０人） 

        大津診療所 年間患者数    ３８３人（一日平均  ７．５人） 

※大津診療所へは、週１日診療 

（２）研修医・医学生受け入れ 

     医師、医学生等に、地域における研修の場を提供する 

（３）その他特記事項等 

ア 在宅医療・ターミナルケアの充実を図る。 

イ 地域ケアマネージャー等との連携を図る。 

 

８０ 介護老人保健施設あやがわ（令和４年４月１日開設 綾川町から指定管理） 

 （１）介護老人保健施設業務 

     ア 入所     定員 ６０人 （入所・短期入所合計） 

年間入所者数 ２０，３６７人（一日平均 ５５．８人）  

ベッド利用率９３％ 

     イ 通所リハビリ 定員２５人   

年間通所者数 ５，２１９人（３０７日） 

（一日平均１７．０人）  

稼動率６８．０％ 

（２）その他の特記事項 

     ア 幅広い利用者の受け入れ、安定したベッド稼働、在宅生活が続けられる支援。 

     イ 身体機能の強化と共に活動と参加を念頭に生活能力向上を図り、環境整備 

等にも注力したリハビリテーションを確立する。また、利用者一人ひとりに 

対応した目標管理を行う。 

     ウ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る。 

     エ 地域イベントへの参加などによる地域に開かれた施設作り。 

     オ 近隣市町村の医療機関や施設、居宅介護支援事業所との連携強化。 

     カ 高校生インターンシップ・福祉体験等の受け入れ。 
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８１ 志摩市立浜島診療所（令和４年４月１日開設 志摩市から指定管理） 

（１）診療業務 

      ア 外 来  年間患者数 ８，３０１人（一日平均 ３４．３人） 

     イ 介護保険 

      （ア）訪問看護             年間利用者数  ９７人（一日平均 ０．４人） 

（イ）訪問リハビリテーション 年間利用者数  ４８４人（一日平均 ２．０人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数 ２００件  

     イ 予防接種 年間接種者数 １５０件 

  （３）その他特記事項等 

     ア 三重県立志摩病院との連携強化 

イ 伊勢志摩地域医療支援センターとの事務業務連携 

 

８２ 有田市立病院（令和５年４月１日開設 有田市から指定管理） 

  （１）診療業務 

     ア 入 院  病床数  １５７床 

            年間患者数 ３３,７９９人（一日平均 ９２．６人） 

            病床稼働率 ５９％ 

     イ 外 来  年間患者数 ６２,９２０人（一日平均 ２６０人） 

       ウ  介護保険 

         （ア）訪問看護           年間利用者数  １１,３７４人（一日平均 ４７人） 

  （２）へき地医療の支援に関すること 

  へき地拠点病院運営等  

ア  へき地診療所等との連携・支援 

イ 医師の派遣及び医療技術員の支援 

（３）施設機器設備整備  

ア 医療機器  （機器名）ＣＴ装置     （行政対応） 

  （４）研修に関すること 

     研修生の受け入れ 

 薬剤師（学生）、理学療法士（学生）、看護師等に地域における研修の場を提供 

  （５）奨学金の貸与 

     看護師確保のため、看護学校入学を希望する者に対し入学後の奨学金の貸与を行う 

  （６）新病院建設に関すること 

     令和６年１２月２５日に安全祈願祭を実施。 

令和９年３月１日の開院をめざし建設を開始。 

新病院完成に向けた医療機器整備。 
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  （７）その他特記事項等 

     ア 災害拠点病院の維持 

     イ 救急医療の充実を図る 

     ウ 在宅医療の充実を図る 

     エ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る 

     オ 各種サービス（医療・介護）の現状や住民のニーズを常に把握し、それに伴った規模 

の再考、人員配置含め適切な経営を遂行する 

     カ 病院長の有田市医師会理事就任による医師会との連携 

     キ 居宅介護支援事業所の開設 

     ク 病児・病後児保育事業  定員３名 

 

８３ いびがわ診療所（令和 5年11月1日開設 揖斐川町から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外  来      年間患者数    １１，６１６人（1日平均４８．０人） 

イ 介護保険 

訪問看護      年間利用者数  年間延べ１３９人 （１日平均  ０.６人） 

居宅療養管理指導   年間利用者数   年間延べ１，１８８人（１日平均  ４．９人） 

（２）保健予防活動 

     ア 健康診断 年間受診者数 ３３８件  

     イ 予防接種 年間接種者数 ９９４件  

     ウ その他  近隣小中学校、事業所の健康管理等の委託 

（３）へき地医療の支援に関すること 

ア 揖斐郡の北西部４地域における保健・福祉・医療の連携・支援及び周辺地域の代診の要望に対

応する。 

イ 町と連携し、揖斐川町における保健・福祉・医療施策等の支援・調整を行う。 

（４）研修医・研修生受け入れ 

医師・医学生等に、地域における研修の場を提供する。 

（５）保健指導 

町と連携し住民の保健指導を行う。 

  （６）その他特記事項等 

ア 揖斐厚生病院の移転に伴い、西濃厚生病院（新病院）への通院が困難な患者の受け入れ・引 

継ぎを行う。 

イ 高齢者が増加する地域であることを踏まえ、複数の疾患をもつ高齢者に対して、特定の疾 

患・臓器に限定せず、幅広い診療を行う「総合診療」体制を整備する。 

ウ 在宅医療を担っているサテライトオフィスを移転し、現行の山間地域、町内の在宅医療を継 

続しつつ、在宅医療の拡大を図る。 
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エ 在宅医療のサポート事業として、みなし訪問看護を行う。 

オ いびがわ診療所の運営は、山間へき地の医療の維持、確保するための事業とし、久瀬、春 

日、谷汲、藤橋、坂内の各診療所における医療支援の拠点として人材確保、育成の役割を担 

う。保健センター等の行政機能と近くなることから、行政と協力し、山間へき地の住民の健 

康維持等に努めていく。 

カ 地域住民とのサロン（交流会）への参加 

キ 医師、郡医師会常務理事就任に伴い、郡医師会との連携 

ク フレイル外来を実施し、要介護となる危険性へのケア・予防に努める 

ケ 小児科外来を実施し、若年世帯の安心した生活を支える。 

コ 山間部診療所のオンライン診療のサポート、移動診療車の導入を推進する。 

サ 町の特定健診結果を活用し、胃・大腸カメラ検査を推進する。 

 

８４ 西予市民病院（令和７年４月１日開設 西予市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 入 院    病床数  １５４床 

              年間患者数 ３５,０４０人（一日平均 ９６人） 

              病床稼働率 ６２．３％ 

     イ 外 来    年間患者数 ３８,４７８人（一日平均 １５９人） 

       ウ  保健予防 

       ・健康診断  年間利用者数 １,５００人 

       ・予防接種  年間利用者数    ,９００人 

（２）へき地医療の支援に関すること 

  隣接する市町村の地域医療を維持するため、へき地拠点病院として医師等の支援を継続し、公立病 

院の役割を果たす。 

ア  へき地診療所等との連携・支援 

イ  医師の派遣及び医療技術員の支援 

  （３）救急医療について 

     同市内の市立野村病院の無床診療所化により、市内唯一の公立病院として、救急医療を担う。 

  （４）看護師奨学生の受け皿について 

     令和７年４月１日以降、「西予市看護師等奨学資金貸与制度」に基づき、看護師養成施設の 

     卒後の地域医療人材を育成する受け皿（勤務場所）としての役割を引き続き担う。 

  （５）その他特記事項等 

     ア 災害拠点病院の維持 

     イ 在宅医療の充実を図る 

          ウ 電子カルテ更新に係る準備を行う 

     エ 地域との連携活動の推進による住民福祉の向上を図る 
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     オ 各種サービス（医療・介護）の現状や住民のニーズを常に把握し、それに伴った規模の再 

考、人員配置含め適切な経営を遂行する 

 

８５ 野村地域医療センター（令和７年４月１日開設、西予市から指定管理） 

（１）診療業務 

     ア 外 来  年間外来患者数 ２６,８６２人（一日平均 １１１人） 

       イ  介護保険 

（ア）訪問看護           年間利用者数   ８２３人 （一日平均 ３．４人） 

（イ）訪問リハビリ    年間利用者数  １６４６人 （一日平均 ６．８人） 

（ウ）居宅療養管理指導   年間利用者数   ２４２人 （一日平均 １．０人） 

（２）介護老人保健施設業務（短期入所含む） 

     ア 入所   定員１００人   

年間入所者数 ３３，９４５人（一日平均 ９３．０人）  

ベッド利用率  ９３．０％ 

     イ 通所リハビリ 定員３５人   

年間入所者数 ５，７２０人（一日平均 ２２．０人）   

稼動率 ６２．８％ 

（３）へき地医療の支援に関すること 

     ア 城川町にある国民健康保険土居診療所はへき地診療所の代診支援による診療体制の 

       維持に努める。 

     イ 惣川地区（野村町）および遊子川地区（城川町）の巡回診療を行う。 

（４）看護師奨学生の受け皿について 

     令和７年４月１日以降、「西予市看護師等奨学資金貸与制度」に基づき、看護師養成施設の 

     卒後の地域医療人材を育成する受け皿（勤務場所）としての役割を引き続き担う。 

（５）その他特記事項等 

     ア 機能強化在宅支援診療所として、２４時間体制にて診療を行う。 

     イ 訪問診療・在宅医療・ターミナルケア等の充実を図る。 

     ウ 在宅支援をより一層強化し、多職種連携を図り、在宅復帰に向けて取り組む。 

     エ 西予市立西予市民病院との連携を図り、効率的な地域医療を実施する。 

     オ 電子カルテ更新に係る準備を行う。 
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８６ 君津市国保松丘診療所（令和７年４月１日開設 君津市から指定管理） 

（１）診療業務 

       外 来  年間患者数  ３，９９４人（一日平均 １６．３人） 

      訪問診療 年間件数   ２９４件 

（２）その他特記事項 

ア 保健予防事業として特定健診・高齢者健康診査・予防接種等を行う 

 イ 訪問診療を開始する 

 

８７ 遠隔画像診断支援事業 

  （１）遠隔画像診断件数   

年間計画件数 ７９，２００件（月平均６，６００件） 

    ３０施設の遠隔画像診断管理加算算定支援に加え、芳珠記念病院（協会外施設）、西予市民病院、 

西予地域医療センターの読影開始  

（２）施設機器設備整備  

     ア その他機器  読影依頼・支援側端末 （購入） 

              読影依頼・送信側端末 （購入） 

（３）へき地医療の支援に関すること 

    遠隔画像診断に基づく遠隔医療  

 

８８ 社宅等管理事業 

（１）牛込ハウス 

     東京都新宿区原町２－２３ 

職員住宅 単身者用４戸 家族用６戸 計１０戸 

（２）赤羽ハウス 

     東京都北区赤羽台３－１７－３ 

職員住宅 単身者用１４戸 家族用２０戸 集会室２戸 計３６戸 

（３）岐阜マンション 

     岐阜県岐阜市橋本町２丁目５２番地 

職員住宅 家族用 ２戸 

（４）保育所（さくらんぼ保育園） 

     東京都北区赤羽台４丁目１８－１３ 

３階建て保育所（３０名程度の受入） 

（５）岐阜へき地医療支援センター及びシティ・タワー診療所 

岐阜県岐阜市橋本町２丁目５２番地 

     岐阜へき地医療支援センター 

     シティ・タワー診療所 
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（６）北赤羽ハウス 

     東京都北区赤羽北３丁目１７－１０ 

看護師寮 単身者用１４戸 事務所１戸 計１５戸 

（７）北上野ハウス 

     東京都台東区北上野１丁目１１－１ 

看護師寮 単身者用１４戸 家族用５戸 事務所１戸 計２０戸 

（８）第１浦安ハウス 

千葉県浦安市当代島２丁目１２－３７ 

職員住宅 単身者用２１戸 家族用２６戸、保育所 

（９）第２浦安ハウス 

千葉県浦安市当代島１丁目２８－１９ 

職員住宅 単身者用７２戸 

（１０）第２北赤羽ハウス 

     東京都北区赤羽北３丁目８－５ 

職員住宅 単身者用３５戸 家族用５戸 計４０戸 

  （１１）志摩マンション 

三重県志摩市磯部町的矢９３９番地１０２及び１６８ 

職員住宅 単身者用３戸 家族用１戸 計４戸 

  （１２）蔵前ハウス 

     東京都台東区蔵前４丁目３６番１３号 

     職員住宅 単身者用１０戸 家族用６戸 計１６戸 

（１３）浅草ハウス 

     東京都台東区浅草５丁目４－４ 

     職員住宅 単身者用８戸 家族用１戸 計９戸 

  （１４）練馬ハウス 

     東京都練馬区豊玉北４丁目３１番９号 

     職員住宅 単身者用１４戸 
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１０ へき地等の医療を支援する病院等に勤務する看護師等を養成するための学校の運営事業等の養成事業

（公１－９） 

１ さいたま看護専門学校（平成２４年４月１日  開校） 

（１）看護学校業務 

ア ３年制の看護専門学校とし、１学年４０人で平成２４年４月１日に開校（浦和） 

  令和７年４月１日に久喜市に移転し、１学年８０人体制になる。 

イ 募集枠 

（ア）総合型選抜試験 ５０名 

（イ）推薦入試    １０名 

（ウ）一般入試    １０名 

（エ）社会人入試   １０名    計８０名程度 

（２）学生寮（プリムラ）の運営 

入寮定員 男子学生 １９名 

女性学生 ５８名 

合  計 ７７名   （現在５５名） 

 

２ 奈良市立看護専門学校の運営 

    ア ３年制の看護専門学校とし、１学年４０人で平成２５年４月１日に開校 

     イ 奈良市から委託を受けて教務部門等の運営を行う。 

     ウ 主たる実習施設として協力する。 

     エ 校舎は当協会で建設し奈良市に無償貸与している。 

    オ 備品、教材等については当協会が購入し、奈良市へ提供している。 

 

 

第２ 法人会計 

１ 総会・理事会の開催 

２ 常務理事会の開催 

３ 総務委員会等の開催 

４ 各都道府県支部会議等の開催 

（１）都道府県支部会議 

（２）地方支部会議 

（３）支部長会議 

５ その他一般管理 
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各施設の年度別患者見込数一覧

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R5年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R5年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R5年度
（予算）

通所リハ
定員

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R5年度
（予算）

石岡第一病院 203 126 87 82.6 81.2 400.0 380.0 388.5

　　　歯科診療 2.0 1.5 1.3 28.0 30.0 28.2

　　　訪問（看護・リハ） 14.1 18.9 18.3

　　　ケアプラン作成 （月平均） 149 160 185.0

六合医療センター 9 無床 11.1 12.3 14.0

　　　歯科診療 21.2 22.3 21.0

　　　診療所（介護保険） 1.1 1.6 1.8

　　　ケアプラン作成 （月平均）

西伊豆町安良里診療所 9 無床 91.5 95.0 99.0

　　　診療所（介護保険） 2.6 3.2 4.0

揖斐郡北西部地域医療センター 74 無床 23.9 25.5 37.2 59 56.0 55.7 56.2 30 20.0 20.0 20.9

　　　診療所（介護保険） 4.9 5.5 8.1

　　　訪問介護 6.7 7.5 9.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 72.5 78.6 74.3

東通村保健福祉センター 20 24.0 24.0 24.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 228.0 228.0 216.0

6 白糠診療所 無床 7.5 10.4 10.7

西伊豆町田子診療所 8 無床 44.6 47.0 46.4

　　　診療所（介護保険） 1.0 1.0 0.9

　　　訪問リハビリテーション 1.3 2.0

公立丹南病院 333 179 115.0 118.0 115.0 522.4 534.4 502.5 45 33.0 27.0 25.5

　　　訪問看護ステーション 18.4 20.2 22.5

　　　訪問リハビリテーション 0.7

　　　ケアプラン作成 （月平均） 116.0 116.7 124.0

日光市民病院 81 100 78.0 80.3 82.0 105.0 105.0 105.0

　　　病院（介護保険）

磐梯町保健医療福祉センター 111 19 15.5 15.0 15.0 56.0 58.0 58.0 100 95.0 95.0 95.0 20 16.0 15.0 15.0

　　　歯科診療 15.0 15.0 10.0

　　　診療所（介護保険） 29.8 12.0 17.0

　　　通所介護 22.0 25.0 25.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 65.0 80.0 82.0

東通村診療所 33 19 11 10.7 11.3 64.0 67.0 67.0

　　　診療所（介護保険） 78.2 90.0 90.0

12 奥日光診療所 無床 8.2 8.7 10.0

13 伊東市民病院 346 250 172.0 195.0 193.0 405.0 420.0 480.0

揖斐川町春日診療所 6 無床 19.5 19.7 19.6

　　　診療所（介護保険） 3.2 0.6 0.6

西吾妻福祉病院 143 74 58.2 51.8 55.8 100.0 105.0 112.1 26.0

　　　訪問（看護・リハ） 41.0 65.0 63.8

　　　ケアプラン作成 （月平均） 27.0 33.0 36.0

介護老人保健施設　にっこう 27 50 48.0 47.5 48.0 20 17.0 15.8 16.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 20.4 22.5

17 横須賀市立総合医療センター 748 417 319 268.5 298.5 515.0 485.9 481.5

湯沢町保健医療センター 100 90 61.5 61.7 64.2 136.1 138.8 141.4

       歯科診療 39.4 39.8 41.7

　　　病院（介護保険） 2.3 1.9 2.0

19 加賀地域医療支援センター 11 60.0 59.5 64.8

東通村介護老人保健施設のはなしょうぶ 39 50 48.5 48.5 48.5 30 18.5 18.5 24.0

　　　訪問リハビリテーション 65.0 65.0 65.0

公設宮代福祉医療センター 69 19 4.5 6.5 7.0 107.0 108.0 109.0 80 71.5 71.5 76.2 50 35.0 37.2 33.8

　　　訪問リハビリテーション 6.1 5.5 6.5

　　　ケアプラン作成 （月平均） 86.1 88.0 90.0

市立恵那病院 363 199 119.0 125.0 130.9 288.0 285.0 230.0 40 26.1 27.5 27.0

　　　訪問看護 36.3 30.0 26.1

東京北医療センター　介護老人保健施設さくらの杜 63 100 93.5 93.5 93.5 60 31.5 33.0 34.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 41.6 41.6 41.6

24 東京北医療センター 732 351 310.8 316.8 319.4 726.9 739.3 749.8

25 市立奈良病院 620 350 290.4 290.0 294.0 680.9 680.0 680.0

公立黒川病院 215 170 117.9 121.2 133.0 182.5 216.0 240.7

　　　病院（介護保険） 54.0 56.3 64.7

27 いなずさ診療所 6 無床 21.9 23.6 25.1

28 介護老人保健施設みはらし 74 125 113.0 113.0 113.0 30 25.0 25.0 25.0

29 村立東海病院 157 80 65.0 65.0 64.0 210.0 210.0 210.0

地域包括ケアセンターいぶき 63 無床 77.8 79.5 73.9 60 56.0 56.0 56.0 25 19.0 19.0 18.0

　　　診療所（介護保険） 4.8 4.7 4.6

　　　訪問（看護・リハ） 4.9 6.6 7.6

　　　ケアプラン作成 （月平均） 90.0 130.0 130.0

おおい町保健・医療・福祉総合施設 57 19 8.0 8.1 7.9 51.0 48.1 46.0 50 43.0 42.0 41.0 40 30.0 28.0 26.0

　　　グループホーム 9

　　　訪問（看護・リハ） 0.9 1.1 1.3

志摩地域医療福祉センター 90 38.0 38.0 39.0 100 95.2 93.8 93.0 40 34.7 30.5 30.0

　　　訪問リハ 5.6 5.5 5.5

飯塚市立病院 392 250 211.7 201.6 187.0 342.1 339.7 360.0

　　　病院（介護保険） 0.6 0.6 1.4

34 市立大村市民病院 376 212 194.5 190.9 180.8 293.0 301.1 304.8

35 奈良市立柳生診療所 3 無床 16.0 17.1 16.1

36 奈良市立田原診療所 1 無床 6.2 8.2 9.0

上野原市立病院 176 135 76.0 72.0 69.6 289.0 288.0 261.3

　　　病院（介護保険） 14.4 13.6 10.9

台東区立台東病院・台東区立老人保健施設千束 249 120 92.6 106.9 107.1 174.6 200.0 200.0 150 123.6 139.3 139.0 50 40.0 40.0 39.0

　　　訪問（看護・リハ）

　　　ケアプラン作成 （月平均） 32.0 31.1 34.5

山北町立山北診療所 無床 13.5 12.3 19.5

　　　診療所（介護保険）

40 東京ベイ・浦安市川医療センター 823 344 309.4 307.8 310.7 514.8 512.0 535.7

41 横須賀市立市民病院 389 482 213.0 203.0 202.9 398.2 395.4 400.0

42 上河津診療所 5 無床 30.4 29.1 27.4

4

5

7

3

一日平均在宅サービス利用者数（人）

1

2

一日平均入院患者数（人） 一日平均外来患者数（人）〈注２〉

施　　設　　名　　等

職員数
（人）

R7.2.1現
在〈注１〉

許可病床
数（床）

老健定員
〈注３〉

一日平均入所者数（人）〈注４〉

8

9

30

11

14

15

16

18

20

21

22

23

26

10

31

32

33

37

38

39
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各施設の年度別患者見込数一覧

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R5年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R5年度
（予算）

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R5年度
（予算）

通所リハ
定員

R7年度
（予算）

R6年度
（予算）

R5年度
（予算）

一日平均在宅サービス利用者数（人）一日平均入院患者数（人） 一日平均外来患者数（人）〈注２〉

施　　設　　名　　等

職員数
（人）

R7.2.1現
在〈注１〉

許可病床
数（床）

老健定員
〈注３〉

一日平均入所者数（人）〈注４〉

シティ・タワー診療所 15 無床 40.8 37.9 41.1

　　　診療所（介護保険） 8.0 8.0 0.6

44 奈良市立月ヶ瀬診療所 4 無床 19.7 18.9 19.5

45 奈良市立都祁診療所 12 無床 43.7 41.0 41.0

46 明日香村国民健康保険診療所 9 無床 35.0 32.0 27.6

伊豆今井浜病院 142 100 65.7 73.0 69.5 203.1 207.8 201.8

　　　訪問看護 7.7 8 6.0

関市国民健康保険津保川診療所 8 無床 28.0 34.0 35.0

　　　診療所（介護保険） 0.6 0.8 0.9

十勝いけだ地域医療センター 101 60 38.0 37.0 37.0 120.0 120.0 120.0 29 28.0 28 27.7 15 8.0 8.0 8.0

　　　訪問（看護・リハ） 31.5 28.5 28.5

　　　ケアプラン作成 （月平均） 50.0 50.0 50.0

女川町地域医療センター 105 15 11.0 11.0 11.0 94.9 94.0 96.7 80 77.0 77.0 74.5 40 25.0 23.0 23.0

　　　訪問（看護・リハ） 13.0 13.0 11.0

　　　ケアプラン作成 （月平均） 65.0 65.0 54.2

51 三重県立志摩病院 287 336 179.9 180.4 196.8 238.5 261.5 264.9

52 与那国町診療所 9 無床 19.5 23.0 20.0

53 練馬光が丘病院 898 399 405.2 395 396.6 795.0 760.0 750.0

越前町国民健康保険織田病院 139 55 48.5 48.5 47.5 180.0 175.0 165.0

　　　病院（介護保険） 106.0 50.8 53.1

　　　ケアプラン作成 （月平均） 85.0 85.0 95.0

55 公立久米島病院 70 40 27.5 27 27.0 183.9 188.6 177.4

56 嬬恋村国民健康保険診療所 7 無床 36.0 37.6 37.0

57 伊豆下田診療所 5 無床 25.7 27.9 27.9

真鶴町国民健康保険診療所 19 無床 45.0 45.0 56.1

　　　診療所（介護保険） 25.8 23.2 23.1

59 今泉記念館ゆきあかり診療所 6 無床 35.0 36.5 35.0

六ヶ所村医療センター 78 19 12.8 12.5 12.5 117.0 115.0 117.0 29 28.0 28.0 27.8 25 18.3 17.3 17.3

　　　歯科診療 12.5 12.5

　　　訪問看護 100.0 100.0 100.0

61 戸田診療所 8 無床 54.5 54.4 57.0

西浅井地区診療所 15 無床 49.0 61.0 61.0

　　　診療所（介護保険） 7.7 7.7 7.7

揖斐川町谷汲中央診療所 6 無床 22.0 25.2 26.8

　　　診療所（介護保険） 3.3 3.3 3.5

米原市地域包括医療福祉センター 53 無床 86.0 85.0 85.0

　　　診療所（介護保険） 25.5 25.0 25.0

65 介護老人保健施設市川ゆうゆう 79 150 137.0 135.0 137.0 20 18.0 15.0 5.0

鳥羽市立長岡診療所 4 無床 14.9 15.5 16.0

　　　診療所（介護保険） 2.0 2.9 2.7

67 竹富町立黒島診療所 2 無床 6.8 6.6 6.0

68 奈良市立興東診療所 2 無床 4.8 5.8 5.1

69 日光市立小来川診療所 無床 6.5 6.2 6.5

70 恵那市国民健康保険山岡診療所 4 無床 28.0 26.5 29.0

71 千早赤阪村国民健康保険診療所(R6年度で閉鎖) 2 無床 11.6 13.0

72 国頭村立東部へき地診療所(R6年度で閉鎖) 4 無床 5.2 5.2

73 恵那市介護老人保健施設ひまわり 41 95 85.0 85.0 84.0 15 13.2 13.2 13.2

74 介護老人保健施設富谷の郷 52 100 95.0 98.0 98.0 25 13.0 20.0 20.0

75 あま市民病院 240 180 157 151.5 141.0 243.1 220.0 220.0

　　歯科診療 3.0 3 20.0 30.0

　　　病院（介護保険） 3.5 3.0 2.5

76 古里診療所 4 無床 27.0 31.0 32.6

77 君津市小櫃診療所 5 無床 17.0 18.0 19.3

78 おきたまフラワークリニック 5 無床 29.5 28.5 27.0

79 竹富町立竹富診療所 1 無床 9.2 9.0 11.5

80 とくぢ地域医療センター 6 無床 41.7 45.0 35.0

　　訪問(看護･リハ) 0.6 0.4

81 豊頃町立豊頃医院 5 無床 24.5 23.0 23.0

82 介護老人保健施設あやがわ 43 60 55.8 55 54.6 25 17.0 17 17.3

83 志摩市立浜島診療所 6 無床 34.3 32.1 33.0

　　訪問(看護･リハ) 2.4 3

84 有田市立病院 169 157 92.6 110 100.0 260.0 260.0 260.0

　　　訪問看護 47.0 42 57.2

85 いびがわ診療所 14 48.0 34.7

　　診療所(介護保険) 5.5 2

86 西予市民病院 154 96 159.0

87 野村地域医療センター 111.0 100 93.0 35 22.0

　　診療所(介護保険) 11.2

88 君津市国保松丘診療所 16.3

　  　合　　　　　　　計 9,908 5,520 4,069 3,949 3,971 10,709 10,512 10,493 1,576 1,442 1,362 1,363 680 2,459 2,446 2,476

〈注１〉「職員数（人）R7.2.1現在」は、正職員、臨時職員（非常勤職員を含まない）

〈注２〉「一日平均外来患者数」には往診・訪問診療を含む。

〈注３〉入所と短期の定員の合計を老健定員として示した。

〈注４〉「一日平均入所者数」には、入所者数の他に短期入所者数を含む。
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